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はじめに


このガイドでは、開発環境や評価環境をインストールし、次のOracle Fusion Middlewareディストリビューションのいずれかを使用してアプリケーションを構築またはテストする方法を説明します。

	
Oracle SOA Suite Quick Start for Developers


	
Oracle Business Process Management Suite Quick Start for Developers




この序文では次のことについて述べます。




	対象読者

	ドキュメントのアクセシビリティについて

	表記規則







対象読者


SOA SuiteおよびBusiness Process Management SuiteのQuick Start for Developersのインストールは、Oracle SOA Suiteアプリケーション開発者を対象としています。また、Oracle JDeveloperで使用可能なOracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Managementの機能を評価する目的で使用することもできます。






ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティへの取り組みについては、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)にアクセスしてください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。









表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	表記規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。















第I部 Quick Startをインストールするための準備

Oracle Quick Startをインストールする前に、この部を使用してQuick Startディストリビューションを理解し、システムが動作保証されていてQuick Startを実行できることを確認します。


	Quick Startディストリビューションの概要

Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management SuiteのQuick Startディストリビューションを使用すると、単一のホスト・コンピュータ上に開発環境や評価環境をすばやくインストールできます。この章では、インストールを計画できるように、それぞれのQuick Startディストリビューションについて説明し、プロセス全体の概要を示します。
	Quick Startをインストールするための準備

Quick Startをインストールする前に、お使いのシステムでQuick Startが実行できることを確認する必要があります。










1 Quick Startディストリビューションの導入


Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management SuiteのQuick Startディストリビューションを使用すると、単一のホスト・コンピュータ上に開発環境や評価環境をすばやくインストールできます。この章では、インストールを計画できるように、それぞれのQuick Startディストリビューションについて説明し、プロセス全体の概要を示します。

なお、Quick Startインストールを本番環境に展開したり、拡張したりすることはできません。Quick Startsは、開発または評価の目的のみで使用するインストールです。本番環境が必要な場合は、まず『Oracle SOA SuiteおよびBusiness Process Managementのインストールと構成』のOracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Managementのインストールの理解に関する項を参照し、本番環境に拡張可能な実規模の開発環境をインストールしてください。




	概要

	インストールの計画

	Quick Startの理解

	Oracle SOA Quick Startディストリビューションの理解

	Oracle Business Process Management Suite Quick Startディストリビューションの理解

	コンポーネントの追加方法の理解

	ドメインの構成の理解




親トピック: Quick Startをインストールするための準備







1.1 概要


これはQuick Startインストールおよび構成ロードマップです。インストールを計画します。


	手順	説明
	
インストールを計画します。

	
この章を使用して、目的を満たすディストリビューションおよび構成パスを決定します。


	
Quick Startディストリビューションをダウンロードしてインストールします

	
Oracle SOA SuiteまたはOracle Business Process Management Suite用のQuick Startをダウンロードしてインストールします。


	
デフォルトまたはスタンドアロン・ドメインを構成します。

	
開発したアプリケーションのデフォルト・ドメイン、スタンドアロン・ドメインまたはコンパクト・ドメインを構成します。


	
アプリケーションを開発またはテストします。

	
アプリケーションを開発またはテストします。












1.2 インストールの計画


この章では、次の重要な決定を行う必要があります。

	
Quick Startのインストールが要件に合っていることを確認します。制限は、「Quick Startの理解」で説明されています。


	
SOA Suite Quick StartディストリビューションまたはBusiness Process Management Suite Quick Startディストリビューションのいずれかを選択します。これらは、「Oracle SOA Quick Startディストリビューションの理解」および「Oracle Business Process Management Suite Quick Startディストリビューションの理解」で説明されています。


	
デフォルトのQuick Startディストリビューションに含まれていないSOA Suiteコンポーネントを追加するかどうかを決定します。Quick Startのサポートされているコンポーネントは、「コンポーネントの追加方法の理解」で説明されています。


	
開発中に使用するドメインのタイプを決定します。Quick Startに使用できる3つのドメイン・タイプは、「ドメインの構成の理解」の表1-1で説明されています。




この章を読み終えるまでにこれらのことを決定しておくと、インストール作業を簡略化できます。







1.3 Quick Startの理解


Quick Startは、Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteで使用できます。Quick Startインストールは、設定の速さや使用制限の点で完全なインストールとは異なります。

Quick Startインストーラを使用する場合、単一のホスト上に新しいOracleホームを作成して、開発環境または評価環境に必要なすべてのソフトウェアをその中に含めます。インストール・ウィザードの実行後、OracleホームからOracle JDeveloperを実行することにより、SOAアプリケーションの開発やテストをすばやく開始できます。

ただし、Quick Startのインストールは、1つの管理サーバーのみを使用し、管理対象サーバーは使用しない場合に限定されます。また、Quick Startディストリビューションを本番環境にアップグレードすることはできません。

本番環境で管理対象サーバーやクラスタを追加する必要がある場合は、Quick Startを使用しないでください。かわりに、『Oracle SOA SuiteおよびBusiness Process Managementのインストールと構成』のOracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Managementのインストールの理解に関する項を参照し、本番環境に拡張できるような実規模の開発環境をインストールしてください。

2つの異なるQuick Startディストリビューションが用意されています。次の説明を読んで、ユースケースに最適なディストリビューションを選択してください。

	
Oracle SOA Quick Startディストリビューションの理解


	
Oracle Business Process Management Suite Quick Startディストリビューションの理解










1.4 Oracle SOA Quick Startディストリビューションの理解


Oracle SOA Suiteは、BPEL Process Managerを中心とした統合および編成のための統合プラットフォームです。Oracle SOA Suiteは、サービス指向アーキテクチャ(SOA)を構築、デプロイ、管理するための包括的なソフトウェア・スイートです。スイートの各コンポーネントは、一貫性のあるツール、デプロイメントと管理の単一モデル、エンドツーエンドのセキュリティおよび統一メタデータ管理などの共通の機能を利用しています。

デフォルトでは、Oracle JDeveloperおよび統合WebLogic ServerはOracle SOA Suite Quick Startインストールには含まれていません。

このディストリビューションのJDeveloperは、いくつかのJDeveloper IDE拡張機能で事前に構成されているため、各種アプリケーションをすばやく作成できます。たとえば、次のような事前インストール済のIDE拡張機能があります。

	
Oracle BPEL Process Manager


	
Oracle Human Workflow


	
Oracle Business Rules


	
Oracle Mediator


	
Oracle Service Bus


	
Oracle Enterprise Scheduler


	
SOA Springコンポーネント・デザインタイム


	
Oracle Stream Analyticsデザインタイム (旧Oracle Event Processingデザインタイム)




統合WebLogic Serverは、前述のすべてのコンポーネント(Oracle Enterprise SchedulerとOracle Stream Analyticsは除く)用にJava DBとランタイム・ソフトウェアで事前に構成されています。つまり、Quick Startディストリビューションのインストールを完了すればただちに統合WebLogic ServerでOracle Enterprise SchedulerまたはOracle Stream Analyticsを使用しない任意のJDeveloperアプリケーションを実行できます。

Oracle Enterprise Scheduler、Oracle Stream Analyticsまたはその他のSOAコンポーネントを使用するようにインストールを構成する場合は、「コンポーネントの追加方法の理解」を参照してください。







1.5 Oracle Business Process Management Suite Quick Startディストリビューションの理解


Oracle Business Process Management Suiteは、Oracle SOA Suiteの上に配置されます。そのため、Oracle SOA Suiteのすべてのコンポーネントおよび人間中心のビジネス・プロセスを重視した追加のコンポーネントが含まれます。エンドユーザーのレスポンスやその他のヒューマン・タスク・フローを伴うアプリケーションを設計する場合は、Oracle Business Process Management Suiteをインストールする必要があります。

Oracle Business Process Management Suite Quick Startインストールには、Oracle JDeveloperと統合WebLogic Serverが含まれます。

このディストリビューションのJDeveloperは、いくつかのJDeveloper IDE拡張機能で事前に構成されているため、各種アプリケーションをすばやく作成できます。たとえば、次のような事前インストール済のIDE拡張機能があります。

	
「Oracle SOA Quick Startディストリビューションの理解」にリストされているすべてのOracle SOA Suiteコンポーネント


	
Oracle Business Process Management Composer


	
Oracle Business Process Management Workspace


	
Oracle Case Management


	
Oracle BPMN Process Manager




統合WebLogic Serverは、前述のコンポーネント用にJava DBとランタイム・ソフトウェアで事前に構成されているため、これらのコンポーネントを使用して開発環境でアプリケーションをテストしたり実行したりできます。

Oracle Enterprise Scheduler、Oracle Stream Analyticsまたはその他のSOAコンポーネントを使用するようにインストールを構成する場合は、「コンポーネントの追加方法の理解」を参照してください。







1.6 コンポーネントの追加方法の理解


一部のOracle SOA SuiteコンポーネントはQuick Startディストリビューションに含まれていません。また、一部のコンポーネントは同梱のJava DBデータベースでの実行がサポートされていません。これらのコンポーネントには、次のものが含まれます。

	
Oracle Stream Analytics


	
Oracle Business Activity Monitoring


	
Oracle B2B


	
Oracle SOA Suite for healthcare integration


	
Oracle Enterprise Scheduler


	
Oracle Managed File Transfer。





ヒント:

インストールに含めるコンポーネントがわからない場合は、『Oracle SOA Suiteの理解』のキー・コンポーネントに関する項に記載されている各コンポーネントの説明を参照してください。



いずれのコンポーネントを追加する場合も、Oracle Databaseをインストールして使用する必要があります。その後、Quick Startインストールに付属のドメイン構成ソフトウェアを使用してコンパクト・ドメインを構成します。コンパクト・ドメインは1つの管理サーバーで構成された限定的な開発者用ドメインです。管理対象サーバーは必要ありません。

ドメイン構成プロセスを開始する前に、どのランタイム・コンポーネントが必要か判断します。このプロセスは、前述のほとんどのコンポーネントで同じですが、次のコンポーネントには追加の手順が必要になります。




	Oracle Stream Analyticsについて

	Oracle B2Bについて

	Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationについて

	Oracle Managed File Transferについて







1.6.1 Oracle Stream Analyticsについて


Oracle JDeveloperアプリケーションを、Oracle Stream Analytics (旧Oracle Event Processing)ランタイム・ソフトウェアの環境でテストするには、Oracle Stream Analytics用のOracleホームを別途インストールし、Oracle Stream Analytics固有のサーバーを起動する必要があります。

Oracle Stream Analyticsサーバーを起動した後、JDeveloperを使用してアプリケーションをターゲット設定しデプロイします。

Oracle Stream Analyticsのインストール・プロセスは、『Oracle Stream Analyticsのインストールと構成』で述べられています。







1.6.2 Oracle B2Bについて


Oracle B2Bは、企業と取引パートナ間における安全で信頼性の高いビジネス・ドキュメントの交信を可能にするE-Commerceゲートウェイです。Oracle B2Bでサポートされている業界標準のE-Commerceプロトコルのリストについては、『B2Bのユーザーズ・ガイド』のB2Bでサポートされているプロトコルに関する項を参照してください。

カスタム・ドキュメントを交換するための機能は、Quick Startの標準インストールにあらかじめ含まれています。Oracle B2Bのこの制限付きバージョンをアクティブ化するには、「完全なインストールなしの限定的なOracle B2Bインタフェースをアクティブ化する方法」に記載されているアクティブ化手順に従ってください。

さらに多くのドキュメント管理機能を使用するために完全なB2Bユーザー・インタフェースを取得するには、Quick Start Oracleホームで標準のOracle B2Bインストーラを使用して、standalone32ewrコンパクト・ドメインを構成する必要があります。完全インストールを実行することにより、Oracle B2Bユーザー・インタフェースとOracle B2B JDeveloperアダプタを入手できます。このプロセスの順を追った説明は、「Quick StartへのOracle B2Bのインストール」を参照してください。







1.6.3 Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationについて


Oracle SOA Suite for healthcare integrationでは、Oracle SOA Suiteの複数の機能を使用して、医療データを処理するアプリケーションの設計、作成、管理ができます。2つのユースケースに使用できる2つの構成があります。

	
X12 HIPAAユーザーは、Healthcare Integrationで構成された完全なOracle B2Bをインストールする必要があります。


	
HL7ドキュメントを使用するHealthcareプロバイダは、完全なOracle SOA Suite for Healthcare Integrationソフトウェアをインストールする必要があります。




Oracle SOA Suite for healthcare integrationをOracleホームにインストールすると、Oracle B2Bユーザー・インタフェースがデフォルトになります。Oracle SOA Suite for healthcare integrationユーザー・インタフェースを使用する場合は、次に示すインストール後の2つの構成を実行する必要があります。

	
ドメイン構成ウィザードを実行する前に、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用してカスタム変数を設定します。


	
ドメインの構成時に、Oracle SOA Suite for healthcare integration固有のテンプレートを選択します。




この2つのタスクを実行しないと、Oracle SOA Suite for healthcare integrationユーザー・インタフェースは正しく機能しません。これらの構成は、「Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationユーザー・インタフェースのアクティブ化」で詳細が説明されています。







1.6.4 Oracle Managed File Transferについて


Oracle Managed File Transferは、Oracle SOA SuiteやOracle Business Process Management Suiteを使用せずに構成可能な製品です。Oracle Managed File Transferのコンパクト・ドメインのみを構成する場合は、このガイドの説明に従ってドメイン構成ウィザードを起動し、プロンプトが表示されたらOracle Managed File Transferのテンプレートのみを選択します。









1.7 ドメインの構成の理解


Quick Startディストリビューションをインストールしたら、開発中にアプリケーションをテストするためのドメインを構成する必要があります。インストールと構成を簡略化するために、この時点でドメイン・タイプを決定する必要があります。

使用可能な3つのドメイン・タイプの説明と比較を表1-1に示します。「コンポーネントの追加方法の理解」にリストされているOracle SOA Suiteコンポーネントのいずれかをインストールする予定がある場合は、コンパクト・ドメインのみを選択できます。

これらのドメイン・オプションのすべてで、SOAおよびB2BはMDSファイル・システムを使用します。つまり、Quick StartではSOAコンポーザの編集機能はサポートされないということです。


表1-1 ドメイン・タイプ

	デフォルト・ドメイン	スタンドアロン・ドメイン	コンパクト・ドメイン
	
	
JDeveloperから統合WebLogic Serverを起動して生成します


	
SOA SuiteまたはBusiness Process Management Suiteのランタイム・コンポーネントで事前に構成されています


	
事前構成済のJava DBと連携します




	
	
Quick StartのOracleホームでコマンド行からソフトウェアを実行して生成します


	
SOA SuiteまたはBusiness Process Management Suiteのランタイム・コンポーネントで事前に構成されています


	
事前構成済のJava DBと連携します


	
JDeveloperで明示的にターゲット設定する必要があります




	
	
Quick StartのOracleホームでソフトウェアを使用して生成します


	
ユーザーが構成します


	
Oracle Databaseと連携します(Oracle Databaseをインストールして、RCUで構成する必要があります)


	
JDeveloperで明示的にターゲット設定する必要があります





	
JDeveloperセッションが終了すると統合WebLogic Serverも必ず停止するため、このドメイン・オプションは、デモ用または評価用として最適です。ドメインにアクセスするたびにサーバーを再起動する必要があります。

	
このオプションは開発者、特にJDeveloperではなくOracle Service Busデザイン・タイム・コンソールを使用する開発者に最適です。このドメイン・タイプでは、アプリケーションをテストするたびにサーバーをJDeveloperから再起動する必要はありません。

	
このドメイン・タイプは、JavaDBと互換性のないSOAコンポーネントを追加する場合にのみ使用してください。たとえば、Enterprise Scheduler、Managed File Transfer、B2B、Heathcare、Business Activity Monitoringなどのコンポーネントがあります。















2 Quick Startをインストールするための準備


Quick Startをインストールする前に、お使いのシステムでQuick Startが実行できることを確認する必要があります。

Quick Startを使用する前に、次のタスクを実行してシステムの準備をします。




	動作保証、システム要件および相互運用性の確認

ご使用の環境がインストールに求められる要件を満たしていることを確認するには、動作保証マトリックスとシステム要件ドキュメントとを合せて使用することをお薦めします。
	Oracle Fusion Middlewareのインストールに必要なソフトウェアの理解

Oracle Fusion Middlewareをインストールする前に、データベースおよびJDKに求められる要件を理解し確認する必要があります。
	インストール・ユーザーの選択

システム上でインストールと構成を実行するユーザーは、十分な権限を持っている必要があります。
	JAVA_HOMEの設定

環境変数JAVA_HOMEをJDKの場所を指すように設定します。
	次の手順




親トピック: Quick Startをインストールするための準備







2.1 動作保証、システム要件および相互運用性の確認


ご使用の環境がインストールに求められる要件を満たしていることを確認するには、動作保証マトリックスとシステム要件ドキュメントとをあわせて使用することをお薦めします。

	
環境が動作保証要件を満たしていることの確認

製品を、サポートされているハードウェアおよびソフトウェア構成上にインストールすることを確認してください。詳細は、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページで、ご使用のリリース向けの動作保証情報のドキュメントを参照してください。

Oracleでは、動作保証済のすべてのシステムおよび環境で製品のパフォーマンスをテストおよび検証しています。新しい動作保証情報が発表された場合は、適切な動作保証ドキュメントにすぐに追加されます。動作保証情報は随時発表されます。そのため、動作保証ドキュメントは、ドキュメント・ライブラリとは別に作成され、Oracle Technology Networkで利用できます。


	
動作保証情報を確認するためのシステム要件ドキュメントの使用

Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様に関するドキュメントを使用して、動作保証要件が満たされていることを確認してください。たとえば、お使いの製品が64ビットのOracle Linux 6.5で動作保証されたことが動作保証ドキュメントで明示された場合、その動作保証ドキュメントを使用してシステムが求められる最低限の要件を満たしていることを確認してください。その中には、ディスク領域、使用可能なメモリー、特定のプラットフォーム・パッケージとパッチ、およびその他のオペレーティング・システム固有のアイテムなどのシステム要件などがあります。システム要件は今後変更される可能性があります。そのため、システム要件のドキュメントは、ドキュメント・ライブラリとは別に作成され、Oracle Technology Networkで利用できます。


	
複数の製品間での相互運用性の確認

複数のFusion Middleware製品を同一リリースから、または異なるリリースが混在した状態でインストールし実行する方法を知るには、相互運用性および互換性の理解のOracle Fusion Middleware 12cの相互運用性および互換性を参照してください。










2.2 Oracle Fusion Middleware製品のインストールに必要なソフトウェアの理解


Oracle Fusion Middlewareをインストールする前に、データベースおよびJDKに求められる要件を理解し確認する必要があります。

次のトピックには、Oracle Fusion Middlewareインストールに必要なソフトウェアについての情報が含まれています。




	Oracle Fusion Middlewareのインストールのためのデータベース要件の理解

多くのOracle Fusion Middleware製品は、構成の前にデータベース・スキーマが必要です。このようなスキーマをインストールできるデータベースがない場合は、動作保証されたデータベースをインストールして構成する必要があります。
	Oracle Fusion MiddlewareのインストールのためのJDK要件の理解

ほとんどのFusion Middleware製品は、.jarファイル形式で配布されます。これらのディストリビューションにJDKは含まれていません。.jar配布インストーラを実行するには、動作保証されたJDKがすでにシステムにインストールされている必要があります。






2.2.1 Oracle Fusion Middlewareインストールのデータベース要件の理解


多くのOracle Fusion Middleware製品は、構成の前にデータベース・スキーマが必要です。このようなスキーマをインストールできるデータベースがない場合は、動作保証されたデータベースをインストールして構成する必要があります。

オペレーティング・システムで動作保証されているデータベースを調べるには、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページで、ご使用のリリース向けの動作保証情報のドキュメントを参照してください。

スキーマ作成用にデータベースが適切に構成されていることを確認するには、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様ドキュメントのリポジトリ作成ユーティリティの要件に関する項を参照してください。


注意:

12cでは、動作保証されたOracleデータベースのみがOracle Fusion Middleware Infrastructure標準インストール・トポロジに使用できます。



データベースが正しく構成されたら、Repository Creation Utility(RCU)を使用してデータベースに製品スキーマを作成する必要があります。このツールはOracle Fusion Middleware製品のOracleホームに用意されています。RCUの詳細は、『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』の「リポジトリ作成ユーティリティの理解」を参照してください。




	SOA Suiteスキーマに必要なカスタム変数について

Oracle SOA Suiteのスキーマをインストールするときに、2つのカスタム変数の設定を求めるプロンプトが表示されます。この変数は、該当するスキーマがデータベースに作成される方法に影響します。





2.2.1.1 SOA Suiteスキーマに必要なカスタム変数について


Oracle SOA Suiteのスキーマをインストールするときに、2つのカスタム変数の設定を求めるプロンプトが表示されます。この変数は、該当するスキーマがデータベースに作成される方法に影響します。

[image: GUID-5E9A59FA-5C01-4EF6-9F50-F7E9D12F7F0A-default.gifの説明が続きます]



これらの変数は、次の各項でさらに詳しく説明します。




	「データベース・プロファイル・カスタム変数について」

リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)の「カスタム変数」画面にある、データベース・プロファイル・カスタム変数を使用すると、SOAインフラストラクチャ・スキーマをインストールするデータベースに関する予測サイズまたはプロファイルを確認できます。
	Healthcare Integrationカスタム変数について

Healthcare Integrationカスタム変数変数は、Oracle SOA SuiteのHealthcare Integrationユーザー・インタフェースのアクティブ化に利用されます。インタフェースは、Oracle Business Process Management用にサポートされていません。





2.2.1.1.1 データベース・プロファイル・カスタム変数について


リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)の「カスタム変数」画面にある、データベース・プロファイル・カスタム変数を使用すると、SOAインフラストラクチャ・スキーマをインストールするデータベースに関する予測サイズまたはプロファイルを確認できます。

Oracle SOA Suite構成に必要なデータベースのサイズを推定する場合は、『Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteの管理』のデータベース増加管理戦略の開発に関する項に記載された情報を考慮に入れてください。

データベース・プロファイルとして「SMALL」または「MEDIUM」と入力すると、スキーマの作成時に、RCUは特別なアクションを実行します。「SMALL」と「MEDIUM」オプションは、情報提供の目的にのみ入力する必要があります。

データベース・プロファイルとして「LARGE」を入力すると、RCUは、間隔パーティション化というOracleデータベースの機能を使用して、SOAインフラストラクチャ・スキーマを作成します。間隔パーティション化により、多数のコンポジット・アプリケーションを処理する必要がある場合に、データベースの効率が向上します。「LARGE」データベース・プロファイルを選択すると、RCUは、Oracle SOA Suiteの削除スクリプトとガイドラインでサポートされる方法で、間隔パーティション化した表を作成します。

データベースのパーティション化に関する詳細は、Oracle Database VLDBおよびパーティション化ガイドで、次の内容に関する項を参照してください。

	
パーティション化の概念


	
間隔パーティション化




データベース・プロファイルの詳細は、パフォーマンスのチューニングを参照してください。






2.2.1.1.2 Healthcare Integrationカスタム変数について


Healthcare Integrationカスタム変数は、Oracle SOA Suite用のHealthcare Integrationユーザー・インタフェースのアクティブ化に利用されます。インタフェースは、Oracle Business Process Management用にサポートされていません。

Oracle SOA SuiteでHealthcare Integrationユーザー・インタフェースを使用する予定が無い場合、Healthcare Integrationカスタム変数の値をNOに設定します。Oracle SOA SuiteでHealthcare Integrationユーザー・インタフェースを使用する予定がある場合は、YESに設定します。いずれにも設定しない場合、Healthcare Integrationユーザー・インタフェースは、インストールおよび構成を終了しても、正常に動作しません。

YESに設定した場合、RCUは、データベース内に追加のマテリアライズド・ビューを作成します。Healthcare Integrationユーザー・インタフェースには、このビューが必要になります。NOに設定した場合、次に示すSQLスクリプトをデータベースで実行することで、これに該当する追加のスキーマ構成タスクを後から実行できます。このスクリプトは、B2Bインストール・タイプにHealthcareを選択すると、Oracle Fusion MiddlewareのOracleホームにインストールされます。

ORACLE_HOME/common/sql/soainfra/sql/oracle/b2b_mv.sql

ヘルスケア統合ユーザー・インタフェースの詳細は、『Oracle SOA Suiteヘルスケア統合ユーザーズ・ガイド』のOracle SOA Suiteヘルスケア統合ユーザー・インタフェースの使用に関する項を参照してください。











2.2.2 Oracle Fusion MiddlewareインストールのJDK要件の理解


ほとんどのFusion Middleware製品は、.jar ファイル形式で配布されます。これらのディストリビューションにJDKは含まれていません。.jar配布インストーラを実行するには、動作保証されたJDKがすでにシステムにインストールされている必要があります。

JDKがOracleホームの外部にインストールされていることを確認してください。Oracleホームの下にJDKをインストールすると、将来的にタスクを実行しようとすると、問題が発生します。Oracle Universal Installerは、Oracleホーム・ディレクトリが空であるかどうかを検証し、空のディレクトリが指定されるまで、インストールを進めません。JDKのインストールは、/home/oracle/products/jdkディレクトリに行うことをお薦めします。

一部の製品(Oracle HTTP ServerおよびOracle JDeveloperなど)は、プラットフォーム固有のディストリビューションとして提供されています。プラットフォーム固有のディストリビューションには、.bin (UNIXオペレーティング・システム用)または.exe (Windowsオペレーティング・システム用)インストーラが含まれます。その場合は、プラットフォーム固有のJDKがディストリビューションに含まれており、JDKを別途インストールする必要はありません。ただし、認定されたJDKのバージョンによっては、より新しいバージョンにそのJDKをアップグレードする必要があります。

Oracle Fusion Middlewareでサポートされるシステム構成のページで動作保証情報を参照し、必要なJDKバージョンであることを確認してください。

必要なJDKをダウンロードするには、次のURLにアクセスしてJava SE JDKをダウンロードします。


http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html









2.3 インストール・ユーザーの選択

システム上でインストールと構成を実行するユーザーは、十分な権限を持っている必要があります。


	ユーザー権限の理解

Fusion Middleware製品をインストールするユーザーは、そのファイルを所有し、そのファイルに関する特定の権限を持つことになります。
	UNIXオペレーティング・システムでの非デフォルト・ユーザー権限の理解

デフォルトの権限の設定を変更すると、インストールおよびシステムのセキュリティが低下する可能性があります。デフォルトの権限の設定を変更することはお薦めしません。
	Windowsオペレーティング・システムでのインストール・ユーザーの管理者権限の確認

Windowsのレジストリを更新するには、管理者権限が必要です。






2.3.1 ユーザー権限の理解


Fusion Middleware製品をインストールするユーザーは、そのファイルを所有し、そのファイルに対する特定の権限を持ちます。

	
実行可能ファイル以外(.jar、.properties、.xmlなど)のすべてのファイルに対する読取り権限と書込み権限。その他の同じグループのすべてのユーザーにはファイル所有者として読取り権限のみがあります。


	
すべての実行可能ファイル(.exe、.shまたは.cmd)に対する読取り、書込みおよび実行権限。同じグループのその他のすべてのユーザーにはファイル所有者として読取り権限および実行権限のみがあります。




したがって、ソフトウェアをインストールするユーザー以外のユーザーも、ドメインまたはFusion Middleware製品を構成するためにOracleホームのインストール・バイナリを使用できます。

構成中に生成されたファイルは、構成ウィザードを実行したユーザーが所有者になり、前述のインストール・ユーザーと同じ権限を持ちます。ただし、セキュリティ・センシティブなファイルは、グループ権限では作成されません。ドメインを作成したユーザーのみが読取りおよび書込み権限を持ち、ドメインを管理できます。

次に例を示します。

	
例1: 1人のユーザーがソフトウェアをインストールしてドメインを構成する場合

この例は、同じユーザーがソフトウェアをインストールしてドメインを構成する場合の権限を示します。

すべてのファイルに対して適切な権限があるようにするには、同じ所有者が構成ウィザードを使用してOracle Fusion Middleware製品のインストールとWebLogic Serverドメインの構成の両方のタスクを実行することをお薦めします。



[image: GUID-137C9CB6-D065-4CF7-8517-814816453BB2-print.epsの説明が続きます]






ドメインを作成したユーザーがソフトウェアをインストールしたユーザーと異なる場合、両ユーザーは次の例で示されているように同じ権限を持っている必要があります。


	
例2: Oracleホームとドメインを別のユーザーが作成する場合

この例では、片方のユーザーがOracleホームを作成し、もう片方のユーザーがドメインを構成した場合の権限が示されています。



[image: GUID-4FE4BBE7-44D7-4852-B016-CD7537A06049-print.epsの説明が続きます]









注意:

特定のドメイン・ファイルには、グループ権限がありません。たとえば、cwallet.ssoなどです。

インストーラを起動する前に次の点を考慮してください:

	
UNIXオペレーティング・システムでは、ソフトウェアのインストール前にシステムでumaskを027に設定することをお薦めします。これにより、インストール時にファイルの権限を正しく設定することができるようになります。以下のコマンドを使用します。

umask 027

このコマンドは、製品のインストーラと同じ端末ウィンドウで実行する必要があります。


	
UNIXオペレーティング・システムでは、インストール・プログラムをrootユーザーで実行しないでください。インストーラをrootユーザーで起動した場合、起動時の検証に失敗しインストールを続けられないことがあります。


	
製品のインストールを管理する際(パッチ適用、管理対象サーバーの起動など)は、製品インストール時と同じユーザーIDを使用する必要があります。


	
Windowsオペレーティング・システムでは、製品のインストールに管理者権限が必要です。詳細は、「Windowsオペレーティング・システムでのインストール・ユーザーに管理者権限があることの確認」を参照してください。










2.3.2 UNIXオペレーティング・システムでの非デフォルト・ユーザー権限の理解


デフォルトの権限設定を変更すると、インストールおよび場合によってはシステムのセキュリティが脆弱になります。デフォルトの権限の設定を変更することはお薦めしません。

他のユーザーが特定のファイルまたは実行可能ファイルへアクセスしなければならない場合、ファイルのアクセス権を変更するかわりに、UNIXのsudoコマンド(または他の同様のコマンド)を使用することを検討してください。

さらにサポートが必要な場合は、ご使用のUNIXオペレーティング・システムに付属している管理者ガイドを参照するか、オペレーティング・システムのベンダーに問い合せてください。







2.3.3 Windowsオペレーティング・システムでのインストール・ユーザーに管理者権限があることの確認


Windowsのレジストリを更新するには、管理者権限が必要です。


デフォルトでは、管理者権限を持つグループのメンバーは、一般レベルの権限でシステムにサインインしますが、管理タスクを実行する際には権限レベルの引き上げを要求できます。

高い権限が必要なタスクを実行するには:




	左下の「スタート」メニューまたはWindowsアイコンから、コマンド・プロンプトアイテムを検索します。
	コマンド・プロンプトを右クリックして「管理者として実行」を選択します。
新しいコマンド・プロンプト・ウィンドウが開き、このウィンドウで実行されるすべてのアクションは管理者権限で実行されます。

注意:

システムでユーザーアクセス制御が有効な場合、このアクションの確認を求めるウインドウが表示される場合があります。確認し、この手順を続行します。




	必要なタスクを実行します。

たとえば、製品のインストーラを起動するには:

jarファイルの場合は、次のように入力します。

java —jar distribution_name.jar
実行可能ファイル(.exe, .bin, or .sh file)の場合、次のように入力します:

distribution_name.exe












2.4 JAVA_HOMEの設定


環境変数JAVA_HOMEをJDKの場所を指すように設定します。


パス定義は次のようになります。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

JAVA_HOME=$HOME/Java/jdk1.8.0_xx
export JAVA_HOME


	
Windows

	
「スタート」メニューでcmd.exeを検索します。cmd.exeを右クリックして、「管理者として実行」を選択します。


SET JAVA_HOME="C:\Program Files\Java\jdk1.8.0_xx"










	
JAVA_HOMEはすべて大文字にしてくだい。


	
JDKフォルダを前述の例のインストール先と同じ名前にしたり、同じ場所に配置することはできません。必ず実際のインストール先を指すようにしてください。












2.5 次の手順


このドキュメントの以降では、Quick Startディストリビューションをインストールする方法、外部Oracle Databaseとコンパクト・ドメインを使用するようにディストリビューションを構成する方法、サンプル・アプリケーションを使用してディストリビューションをテストする方法およびQuick Startディストリビューションを削除する方法を説明します。各章の最後に、このガイドを読み進めるためのアクション・リストがあります。

Oracle SOA SuiteとOracle Business Process Management Suiteで、全般的なインストール・プロセスおよび構成プロセスは同じです。このドキュメントでは、詳細な手順の説明を簡略化するために、両者の異なる部分について説明します。

ディストリビューションを選択して、Quick Startの使用を開始します。


	アクション	リソース
	
Oracle SOA SuiteとQuick Startのインストールを開始します。

	
「Oracle SOA Suite Quick Start for Developersのインストール」を参照してください。


	
Oracle Business Process Management SuiteとQuick Startのインストールを開始します。

	
「Oracle Business Process Management SuiteのQuick Start for Developersのインストール」を参照してください。















第II部 Oracle SOA SuiteのQuick Start


この部では、Quick Startを使用してOracle SOA Suiteをインストールする手順について説明します。この部に含まれている各章に進む前に、このドキュメントに記載されている情報を確認しておく必要があります。




	Oracle SOA Suite Quick Start for Developersのインストール

Oracle SOA Suite Quick Startをインストールする際は、統合WebLogic Serverのデフォルト・ドメインを使用するか、スタンド・アロン・ドメインを新たに作成することになります。
	統合WebLogic Serverドメインの構成

Quick Startディストリビューション用の統合WebLogic Serverのデフォルト・ドメインまたはスタンドアロン・ドメインを構成できます。
	コンパクト・ドメインの構成

Quick Startインストール用のコンパクト・ドメインが構成されると、外部Oracle Databaseが作成されます。










3 Oracle SOA Suite Quick Start for Developersのインストール


Oracle SOA Suite Quick Startをインストールする際は、統合WebLogic Serverのデフォルト・ドメインを使用するか、スタンド・アロン・ドメインを新たに作成することになります。

このインストールを開始する前に、「Quick Startディストリビューションの導入」を確認する必要があります。




	概要

	Oracle SOA Suite Quick Startインストーラのダウンロード

	Oracle SOA Suite Quick Startインストーラの起動

	インストール画面への移動

	次の手順




親トピック: 「Oracle SOA SuiteのQuick Start」







3.1 概要


Quick Startインストールおよび構成ロードマップは、次のとおりです。


	手順	説明
	
インストールを計画します。

	
第1章を使用して、目的を満たすディストリビューションおよび構成パスを決定しました。


	
Quick Startディストリビューションのダウンロードおよびインストール

	
Oracle SOA SuiteまたはOracle Business Process Management Suite用のQuick Startをダウンロードしてインストールします。


	
デフォルトまたはスタンドアロン・ドメインを構成します。

	
開発したアプリケーションのデフォルト・ドメイン、スタンドアロン・ドメインまたはコンパクト・ドメインを構成します。


	
アプリケーションを開発またはテストします。

	
アプリケーションを開発またはテストします。












3.2 Oracle SOA Suite Quick Startインストーラのダウンロード


Oracle SOA Suite Quick Startインストーラをダウンロードするには、次の手順を実行します。


	Quick Startをインストールするホスト・コンピュータにログインします。
	Oracle SOA Suite Quick Startインストーラのzipファイルを見つけてダウンロードします。これは、Oracle SOA Suite Downloadsの下のOracle Technology Networkにあります。

指定された場所でインストーラが見つからない場合は、『Oracle Fusion Middlewareダウンロード、インストール、構成のREADMEファイル』でダウンロード元の場所を確認してください。












3.3 Oracle SOA Suite Quick Startインストーラの起動



ディストリビューションをダウンロードして動作保証されたJDKをインストールした後、次の手順を使用してQuick Startインストーラを起動できます。




	内容を、簡単に見つけることができる場所に解凍します。複数の.jarファイルが作成される可能性があります。
	コマンド・プロンプトを使用して、jarファイルを解凍したディレクトリに移動します。

適切なコマンドでウィザードを起動します。コマンドの例に、SOA Quick Startインストーラの実行方法を示します。


	インストーラ	実行コマンド
	
UNIX用の汎用インストーラ

	

JAVA_HOME/bin/java -jar fmw_12.2.1.1.0_soa_quickstart_generic.jar 


	
Windows用の汎用インストーラ

	

JAVA_HOME\bin\java.exe -jar fmw_12.2.1.1.0_soa_quickstart_generic.jar








注意:

インストーラをサイレント・モードで起動して、インストール・プロセス中に構成オプションが表示されないようにすることもできます。サイレント・インストールやコマンド行インストールの詳細は、『Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』の「サイレント・モードにおけるOracle Universal Installerの使用方法」を参照してください。






	インストール・ウィザードが起動します。インストーラの実行に問題がある場合は、システムの準備について再度確認してください。


注意:

複数のjarファイルが作成される場合でも、それらのすべてに対してインストール・コマンドを実行する必要はありません。fmw_12.2.1.1.0_soa_quickstart_generic.jarに対してのみ上述のコマンドを実行する必要があります。














3.4 インストール画面のナビゲート



Quick Startインストーラを起動すると、次の表に記載された画面が、インストール・ウィザードに表示されます。インストール画面に関して詳細な情報が必要な場合は、インストーラで「ヘルプ」をクリックします。


表3-1 Quick Startインストール画面

	画面	説明
	
ようこそ

	
製品のインストーラの紹介画面です。


	
インストール場所

	
この画面を使用してOracleホーム・ディレクトリの位置を指定します。選択するディレクトリ名に空白が含まれていないことを確認してください。

Oracle Fusion Middlewareディレクトリ構造の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のインストールおよび構成のためのディレクトリの理解に関する項を参照してください。


	
前提条件チェック

	
この画面では、ご使用のシステムが最小要件を満たしていることを検証します。


	
インストール・サマリー

	
この画面を使用して、選択したインストール・オプションを確認します。これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存する場合は、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックし、レスポンス・ファイルの場所と名前を指定します。レスポンス・ファイルは、今後、サイレント・インストールを実行する場合に使用できます。


	
インストールの進行状況

	
この画面はインストールの進行状況を示します。

進行状況バーが100%完了になったら、「終了」をクリックしてインストーラを閉じるか、「次へ」をクリックしてサマリーを表示します。


	
インストール完了

	
インストールが完了すると、この画面が表示されます。この画面の情報を確認してください。

この画面の下部には、インストール・ウィザードを閉じる際にOracle JDeveloperを起動するためのチェック・ボックスがあります。

[image: 図GUID-0F06289D-AB98-4542-A646-D63FE7211F10-default.gifの説明が続きます]



このボックスは選択を解除することをお薦めします。

「終了」をクリックします。














3.5 次の手順


インストールの確認が終了したら、ドメインを構成する必要があります。ドメイン・オプションの詳細は、「ドメインの構成の理解」を参照してください。

それ以外の場合、次の表を使用して迅速に決定できます。


	アクション	リソース
	
統合WebLogic Serverをすぐに起動して、Java DBを使用したドメインを起動します。

このオプションでは、追加のインストールは必要ありません。

	
「統合WebLogic Server Domainの構成」をを参照してください。


	
Quick Startインストールを使用するには、Oracleデータベースをインストールおよび構成します。

このオプションではOracleデータベースをインストールする必要がありますが、他にもOracle Managed File Transfer、Oracle Stream AnalyticsまたはOracle B2B/HealthcareなどのOracle SOA Suiteコンポーネントを使用できます。

	
コンパクト・ドメインの構成を参照してください。
















4 統合WebLogic Serverドメインの構成


Quick Startディストリビューション用の統合WebLogic Serverのデフォルト・ドメインまたはスタンドアロン・ドメインを構成できます。

ここで述べる手順を実行すると、統合WebLogic ServerおよびJava DBを使用してアプリケーションをテストできます。




	概要

	Quick Startドメインの理解

	統合WebLogic Serverの起動の準備

	JDeveloperのデフォルト・ドメインの構成

	スタンドアロン・ドメインの構成

	JDeveloperの基本機能の理解

	同じマシン上の複数のインストールの管理

	Quick Startディストリビューション間の切替え

	次の手順




親トピック: 「Oracle SOA SuiteのQuick Start」







4.1 概要


Quick Startインストールおよび構成ロードマップは、次のとおりです。


	手順	説明
	
インストールを計画します。

	
第1章を使用して、目的を満たすディストリビューションおよび構成パスを決定します。


	
Quick Startディストリビューションをダウンロードしてインストールします

	
Oracle SOA SuiteまたはOracle Business Process Management SuiteのQuick Startをダウンロードしてインストールしました。


	
デフォルトまたはスタンドアロン・ドメインを構成します。

	
開発したアプリケーションのデフォルト・ドメイン、スタンドアロン・ドメインまたはコンパクト・ドメインを構成します。


	
アプリケーションを開発またはテストします。

	
アプリケーションを開発またはテストします。












4.2 Quick Startドメインの理解


Quick Startを使用してドメインを構成する3つのサポートされている方法があります。すべてのドメインは、任意のOracle SOA SuiteコンポーネントのIDEプラグインを使用して事前に構成されます。

次の表を使用して、要件を最も満たすドメインを決定します。


	提案されているユースケース	方法	説明
	
評価

	
統合WebLogic Serverのデフォルト・ドメインをJDeveloper内に構成します。

	
JDeveloper内から統合WebLogic Serverを起動するとデフォルト・ドメインが作成されます。

この場合、サーバーは現在のJDeveloperセッションにつながります。JDeveloperを停止すると、統合WebLogic Serverも停止します。新しいJDeveloperセッションを開始するたびに、統合WebLogic Serverを再起動する必要があります。

詳細は、「JDeveloperのデフォルト・ドメインの構成」を参照してください。


	
Java DBを使用した開発

	
スタンドアロン・ドメインを構成します。

	
スタンドアロン・バージョンの統合WebLogic Serverを作成します。サーバーとドメインはJDeveloperに依存せずに実行されます。

これにより、JDeveloperで一連の個別のセッションにわたるアプリケーションの開発を予定している場合や、Oracle Service Busのブラウザベースのコンソールでアプリケーションを開発する予定がある場合、迅速に作業を開始できます。

詳細は、「スタンドアロン・ドメインの構成」を参照してください。


	
Oracleデータベースを使用した開発

	
コンパクト・ドメインを構成します。

	
Oracle Databaseと外部コンパクト・ドメインを使用するようにQuick Startインストールを構成できます。

このオプションは、使用しているドメインとEnterprise Scheduler、Managed File Transfer、B2B、HeathcareまたはBAMコンポーネントとの互換性を保つ必要がある場合にのみ選択してください。

詳細は、「コンパクト・ドメインの構成」を参照してください。







ドメインに対する他の作成方法はお薦めしません。







4.3 統合WebLogic Serverの起動の準備


統合WebLogic Serverを起動する前に環境を準備する手順に従います。




	JDEV_USER_DIR環境変数の設定

	ORACLE_HOME環境変数の設定

	Oracle Linuxのエントロピのチェック







4.3.1 JDEV_USER_DIR環境変数の設定



JDEV_USER_DIR環境変数を設定してユーザー・ホーム・ディレクトリの場所を指定できます。これは、ディストリビューションに対して一意の場所にする必要があります。ユーザー・ホーム・ディレクトリには、ドメイン・ファイルおよびユーザーが生成したアプリケーション・ファイルのサブディレクトリが格納されます。


注意:

この手順は、同じマシンにJDeveloperの複数のディストリビューションをインストールして実行する予定がある場合に重要です。インストールするディストリビューションごとに一意のユーザー・ホーム・ディレクトリを割り当てます。



次に推奨するディレクトリ構造を示します。ここで、configはユーザー・ホーム・ディレクトリの場所を示します。


図4-1 Oracle Fusion Middlewareの推奨ディレクトリ構造

[image: 図4-1の説明が続きます]



JDEV_USER_DIRを定義しないと、ドメイン・ホームとアプリケーション・ホームが2つの異なる場所に作成されます。

UNIXホストの場合、デフォルトのドメイン・ホームは$HOME/.jdeveloper/system12.2.1.1.x.x.xxxx/DefaultDomainに作成されます。デフォルトのアプリケーション・ホームは$HOME/jdeveloper/myworkに作成されます。

Windowsホストの場合、デフォルトのドメイン・ホームは%USERPROFILE%\AppData\Roaming\JDeveloper\system12.2.1.1.x.x.xxxx\DefaultDomainに作成されます。デフォルトのアプリケーション・ホームはC:\JDeveloper\myworkに作成されます。

JDEV_USER_DIRを設定すると、設定したディレクトリのサブディレクトリとして、ドメイン・ホームとアプリケーション・ホームが並列に配置されます。たとえば、UNIXシステムの場合、ドメイン・ホームはJDEV_USER_DIR\system12.2.1.1.x.x.xxxに配置されます。アプリケーション・ホームはJDEV_USER_DIR\myworkに配置されます。









4.3.2 ORACLE_HOME環境変数の設定



ORACLE_HOME環境変数を設定することで、インストール・コマンドや構成コマンドを実行する際の各ディレクトリへの移動が簡単にできます。

パス定義は次のようになります。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

ORACLE_HOME=$HOME/Oracle/Middleware/Oracle_Home
export ORACLE_HOME


	
Windows

	

SET ORACLE_HOME=C:\Oracle\Middleware\Oracle_Home














4.3.3 Oracle Linuxのエントロピのチェック



Oracle Linux (正式にはOracle Enterprise Linux)マシンでインストールを行う場合、十分なエントロピがあることを確認する必要があります。統合WebLogic Serverを迅速に起動するには、少なくとも500必要です。

エントロピを確認するには、次のコマンドを実行します。


cat /proc/sys/kernel/random/entropy_avail


500未満の場合、次のコマンドを使用して/dev/randomにバイトを補充します。ソースとして/dev/urandomを使用します。


rngd -r /dev/urandom -o /dev/random -b 


/etc/sysconfig/rngdを編集してこのコマンドを構成し、次の行を追加できます。


EXTRAOPTIONS="-i -r /dev/urandom -o /dev/random -b -t 60 -W 2048"











4.4 JDeveloperのデフォルト・ドメインの構成


統合WebLogic Serverを起動することによってJDeveloperのデフォルト・ドメインを構成できます。




	統合WebLogic Serverの起動

	ドメインの確認

	Secure Sockets Layer (SSL)の無効化







4.4.1 統合WebLogic Serverの起動


統合WebLogic Serverに起動するには、次の手順を実行します。


	JDeveloperを起動します。

ORACLE_HOME環境変数に対してOracleホームをすでに割り当ててある場合、次に示す例と同様のコマンドを入力できます。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

cd $ORACLE_HOME/jdeveloper/jdev/bin
./jdev


	
Windows

	

CD %ORACLE_HOME%\jdeveloper
jdeveloper.exe







Oracle JDeveloperを起動すると、3つのプロンプトが表示されます。

プロンプトが表示されたら、「Studio開発者(すべての機能)」をロールとして選択し、「OK」をクリックします。

[image: 図GUID-341B14BF-BE05-487E-9CC5-8876DD2EF21D-default.gifの説明が続きます]



プロンプトが表示されたら、「いいえ」をクリックして以前のJDeveloperインストールからプリファレンスをインポートします。

[image: 図GUID-8EBEE87D-04B6-41DD-B381-B8DDDC659AA5-default.gifの説明が続きます]



「Oracle使用状況トラッキング」に関するプロンプトが表示されたら、Oracle JDeveloperからOracleに自動使用状況レポートを送信するかどうかを選択し、「OK」をクリックします。

この時点でJDeveloperが完全に起動します。




	メニューバーから「実行」を選択して統合WebLogic Serverを起動します。ドロップダウン・リストから「サーバー・インスタンスの起動」を選択します。


図4-2 統合WebLogic Serverの起動

[image: 図4-2の説明が続きます]





	サーバー・インスタンスを初めて起動する場合は、デフォルト・ドメインのパスワードを入力するよう求められます。


図4-3 デフォルト・ドメインのパスワードの指定

[image: 図4-3の説明が続きます]



「管理者ID」、「リスニング・アドレス」、「リスニング・ポート」および「SSLリスニング・ポート」にはあらかじめ値が入力されています。それらを確認し、適宜変更します。




	統合サーバーの起動には数分かかります。

「メッセージ」ウィンドウ・ペインでサーバーの起動を確認できます。このウィンドウは、JDeveloper画面の下部に自動的に開きます。表示されない場合は、上部のメニュー・バーから「ウィンドウ」を選択し、ドロップダウン・メニューから「ログ」を選択して開きます。キーボード・ショートカットの[Ctrl]+[Shift]+[L]を使用してアクティブにすることもできます。


注意:

統合WebLogic Serverドメインの作成が失敗して、次のエラーが表示された場合:

Failed to query contents of table SERVICETABLE. - Schema 'DEMODB' does not exist

必ず実行中のすべてのサーバーをシャットダウンし(Java DBを使用していない場合でも)、ドメインの作成を再実行してください。




注意:

マシンがVPN経由で接続されている場合、CoherenceでローカルとVPNのIPアドレスが混同される可能性があります。Coherenceクラスタをマルチキャストに変更してください。






	ログに次のメッセージが表示されれば、統合WebLogic Serverは正常に起動しています。


[SOA Platform is running and accepting requests
[IntegratedWebLogicServer started.]












4.4.2 ドメインの確認



デフォルト・ドメインは、Oracle SOA SuiteおよびOracle Service Busのランタイム・コンポーネントであらかじめ構成されています。ドメイン・インストールを検証する手順は、次のとおりです。




	次の形式のURLにあるEnterprise Manager Fusion Middleware Controlにアクセスします。


http://hostname.domain:7101/em



注意:

統合WebLogic Serverのデフォルト・ポートは、構成時に変更していないかぎり必ず7101にしてください。



統合Weblogic Serverを起動したときに指定したユーザー名とパスワードを使用してログインします。

Fusion Middleware Controlの使用方法の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』の「Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの使用のスタート・ガイド」を参照してください。




	または、Oracle Service Busコンソールを使用してプロジェクトを開発する場合は、Oracle Service Busが実行されているかどうかを確認できます。

Oracle Service Busコンソールには、次の形式のURLでアクセスできます。


http://hostname.domain:7101/servicebus


スタンドアロン・ドメインを作成したときに指定したユーザー名とパスワードを使用してログインします。

Oracle Service Busコンソールの使用の詳細は、『Oracle Service Busでのサービスの開発』の「Oracle Service Busコンソールのスタート・ガイド」を参照してください。












4.4.3 Secure Sockets Layer (SSL)の無効化



このタスクはオプションです。SSLはデフォルトでは統合WebLogic Serverで有効化されています。設計時の要件が厳格でない場合は、次のようにSSLを無効にできます。




	http://localhost:7101/consoleにある管理コンソールに移動します。
	資格証明を使用してログインします。
	「環境」、「サーバー」、「管理サーバー」の順に選択します。
	「SSLリスニング・ポート有効」の選択を解除します。
	統合WebLogic Serverを再起動します。










4.5 スタンドアロン・ドメインの構成


スタンドアロン・バージョンの統合WebLogic Serverおよびドメインを起動できます。




	スタンドアロン・ドメイン構成ウィザードの起動

	構成ウィザード画面のナビゲート

	「アプリケーション・サーバー接続」ウィザードの起動

	アプリケーション・サーバー接続作成ウィザード画面のナビゲート

	接続の確認







4.5.1 スタンドアロン・ドメイン構成ウィザードの起動



構成ウィザードを起動する前に、システムで実行しているサーバーがないことを確認してください。

構成ウィザードを起動して、スタンドアロン・ドメインを作成するには、次の手順を実行します。




	binディレクトリに移動します。
	環境変数QS_TEMPLATESをSOAドメイン・テンプレート、またはSOAドメイン・テンプレートとOSBドメイン・テンプレートの両方に設定します。
	スタンドアロン・ドメイン構成ウィザードを起動します。



ORACLE_HOME環境変数に対してOracleホームをすでに割り当ててある場合、次に示す例と同様のコマンドを入力できます。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

cd $ORACLE_HOME/oracle_common/common/bin
QS_TEMPLATES="$ORACLE_HOME/soa/common/templates/wls/oracle.soa_template.jar, $ORACLE_HOME/osb/common/templates/wls/oracle.osb_template.jar"
export QS_TEMPLATES
./qs_config.sh


	
Windows

	

cd %ORACLE_HOME%\oracle_common\common\bin
set QS_TEMPLATES=%ORACLE_HOME%\soa\common\templates\wls\oracle.soa_template.jar, %ORACLE_HOME%\osb\common\templates\wls\oracle.osb_template.jar
qs_config.cmd














4.5.2 構成ウィザード画面のナビゲート



構成ウィザードでは次の画面をナビゲートします。


表4-1 Quick StartのWebLogic Server構成画面

	画面	説明
	
構成

	
デフォルト・ドメインのパスワードを指定します。

「ドメインの場所」を編集します。デフォルトでは、ドメインはORACLE_HOME/user_projects/domains/base_domainに作成されます。今後の混乱を避けるために、「ドメインの場所」のパスのbase_domainをstandalone_domainに置き換えます。

「アプリケーションの場所」のパスのbase_domainもstandalone_domainに置き換えます。

ポート番号を確認します。

「作成」をクリックします。


	
構成の進行状況

	
この画面では、構成の進行状況を参照できます。


	
構成の終了

	
インストールが完了すると、この画面が表示されます。この画面の情報を書き留めておいてください。

この画面にリストされたドメインの場所から新しいドメインを手動で起動する場合は、その起動オプションの選択は解除しておきます。

「終了」をクリックして、ウィザードを終了します。







作成後にドメインを自動的に起動しないように選択した場合、スタンドアロン・ドメインを手動で起動するには、コマンドラインを使用してドメイン・ホームに移動し、startWebLogic.shファイルまたはstartWebLogic.cmdファイルを起動します。

ドメインの構成には数分かかることがあります。ターミナルに次のメッセージが表示されれば、WebLogic Serverが起動し、スタンドアロン・ドメインは正常に作成されています。


SOA Platform is running and accepting requests


スタンドアロン・ドメインは、Oracle SOA Suiteのランタイム・コンポーネントであらかじめ構成されています。









4.5.3 「アプリケーション・サーバー接続」ウィザードの起動



Oracle JDeveloperを適切なコマンドで起動します。

ORACLE_HOME環境変数に対してOracleホームをすでに割り当ててある場合、次に示す例と同様のコマンドを入力できます。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

cd $ORACLE_HOME/jdeveloper/jdev/bin
./jdev


	
Windows

	

CD %ORACLE_HOME%\jdeveloper
jdeveloper.exe







上部のメニューから「ウィンドウ」を選択し、ドロップダウン・メニューから「アプリケーション・サーバー」を選択します。または、キーボード・ショートカットの[Ctrl]+[Shift]+[G]を使用する方法もあります。これにより、左側のペインに「アプリケーション・サーバー・ナビゲータ」が開きます。

[image: 図GUID-75CA36EA-6BFE-470C-A10A-2B16E115EE72-default.gifの説明が続きます]



「アプリケーション・サーバー・ナビゲータ」で「アプリケーション・サーバー」を右クリックします。ドロップダウン・メニューから「新規アプリケーション・サーバー」を選択してアプリケーション・サーバー接続の作成ウィザードを起動します。

[image: 図GUID-0B266F21-EABE-4046-BFF2-1FFEF3FA10CB-default.gifの説明が続きます]










4.5.4 アプリケーション・サーバー接続作成ウィザード画面のナビゲート



「アプリケーション・サーバー接続の作成ウィザード」には次の画面があります。


表4-2 アプリケーション・サーバー接続作成の画面

	画面	説明
	
使用方法

	
「スタンドアロン・サーバー」を選択します。

「次へ」をクリックします。


	
名前とタイプ

	
サーバーの直感的な「接続名」を指定します。

「接続タイプ」の「WebLogic 12.x」は選択したままにします。

「次へ」をクリックします。


	
認証

	
ドメインの構成時に作成した「ユーザー名」と「パスワード」を入力します。

「次へ」をクリックします。


	
接続

	
スタンドアロン・ドメインの名前を入力します。画面の他の内容は変更せずに「次へ」をクリックします。


	
テスト

	
上部にある「接続のテスト」ボタンをクリックします。テストが失敗した場合は、「戻る」をクリックして「接続」画面または「認証」画面に戻り、入力した内容がすべて正しいことを確認してください。

すべて問題がなければ「次へ」をクリックします。


	
終了

	
「終了」画面には、新しい接続の起動方法が表示されます。これについては次のタスクで説明します。「終了」をクリックします。














4.5.5 接続の確認



「アプリケーション・サーバー・ナビゲータ」で「アプリケーション・サーバー」の横の接続ノードを展開します。「名前とタイプ」画面で指定した「接続名」でスタンドアロン・ドメインがリストされるはずです。

スタンドアロン・ドメインの名前を右クリックして、「管理コンソールの起動」を選択します。

[image: 図GUID-5A463147-25D1-44CC-A0EC-FFE1117107FB-default.gifの説明が続きます]



管理コンソールにログインします。ログインできたら、アプリケーションの作成を開始します。











4.6 JDeveloperの基本機能の理解


JDeveloperを効果的に管理するには、基本的なOracle JDeveloperの機能を理解している必要があります。

Oracle JDeveloperの使用方法の詳細は、『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』の「Oracle JDeveloperの使用方法」を参照してください。




	統合WebLogic Serverの停止

	JDeveloperの再起動







4.6.1 統合WebLogic Serverの停止



Oracle JDeveloperから統合WebLogic Serverを起動した場合は、Oracle JDeveloperを終了するだけで実行中のサーバーを停止できます。

なんらかの理由でJDeveloperを終了したくない場合は、リボン・メニューで赤い停止ボタンをクリックする方法もあります。

[image: 図GUID-22000DCA-E64A-41F2-A52F-72A6CF787533-default.gifの説明が続きます]



WebLogic Serverを個別に起動した場合は、次を実行します。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

cd DOMAIN_HOME/bin
./stopWebLogic.sh


	
Windows

	

CD DOMAIN_HOME\bin
stopWebLogic.cmd














4.6.2 JDeveloperの再起動



Oracle JDeveloperを閉じて再度開く必要がある場合は、次のコマンドを使用できます。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

cd $ORACLE_HOME/jdeveloper/jdev/bin
./jdev


	
Windows

	

CD %ORACLE_HOME%\jdeveloper
jdeveloper.exe
















4.7 同じマシン上の複数のインストールの管理


同じマシン上に複数のQuick Startディストリビューションをインストールすると、ディストリビューションそれぞれに、独自の一意のJava DBインスタンスを実行する独自のJDeveloperが作成されます。同じマシン上のすべてのJava DBインスタンスは、同じポートで初期化されます。これらの理由のために、次の操作を実行できません。

	
異なるディストリビューションから2つの統合WebLogic Serverを同時に起動することはできません。


	
Oracle Business Process Management Suite Quick Start OracleホームからWebLogic Serverを起動することにより、Oracle SOA Suiteランタイム環境にアクセスすることはできません。


	
Oracle SOA Suite Quick Start OracleホームからWebLogic Serverを起動することにより、Oracle Business Process Management Suiteランタイム環境にアクセスすることはできません。










4.8 Quick Startディストリビューション間の切替え



同じマシン上でJava DBを使用して異なる複数のサーバーを切り替える場合、目的の開発環境を確実に起動するために、次の手順を実行する必要があります。




	まだ実行していない場合は、JDeveloperディストリビューションのそれぞれに対して個別のユーザー・ディレクトリ・ホームの場所を決めます。ユーザー・ホーム・ディレクトリには、ドメイン・ファイルおよびユーザーが生成したアプリケーション・ファイルのサブディレクトリが格納されます。

たとえば、同じマシン上にOracle Business Process Management Suite JDeveloperとOracle SOA Suite JDeveloperの両方をインストールして使用するとします。この場合、Oracle SOA Suite JDeveloperのユーザー・ホーム・ディレクトリの場所をC:/jdev12cworkarea/soaに指定し、Oracle Business Process Management Suiteユーザー・ホーム・ディレクトリの場所をC:/jdev12cworkarea/bpmにすることができます。




	環境変数JDEV_USER_DIRを、使用するJDeveloperディストリビューションのユーザー・ディレクトリ・ホームの場所に設定します。

前の手順で示した例では、Oracle SOA Suite環境を使用する場合、JDEV_USER_DIR=C:/jdev12cworkarea/soaを設定します。


注意:

JDEV_USER_DIRを再定義すると、アプリケーション・プロジェクトのデフォルトの保存場所も変更されます。JDEV_USER_DIRを定義せずにJDeveloperをすでに起動して使用している場合、デフォルト・アプリケーション・ホームにアプリケーションが保存されている可能性があります。デフォルト・アプリケーション・ホームはJDeveloper/myworkの下のユーザーのルート・ディレクトリに配置されます。






	使用するディストリビューションのJDeveloperホームに移動します。

たとえば、Oracle SOA Suite環境を使用する場合、Oracle SOA Suite Oracleホームに移動し、/jdeveloper/jdev/binに移動します。




	そこからJDeveloperの実行可能ファイルを起動します。



Java DBを使用してディストリビューションを切り替えるたびに、JDEV_USER_DIR変数を再設定する必要があります。








4.9 次の手順


インストールの確認が終了したら、次のいずれかのタスクを実行できます。


	アクション	リソース
	
外部Oracle Databaseとスタンドアロン・コンパクト・ドメインを使用するようにQuick Startインストールを構成します。

	
コンパクト・ドメインの構成を参照してください。


	
サンプル・アプリケーションをデプロイします。

	
「サンプル・アプリケーションの実行」を参照してください。


	
独自のアプリケーションを作成またはテストします。

	
『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』の「Oracle JDeveloperの使用方法」を参照してください。


	
インストールを削除します。

	
インストールのテストが完了している場合、「Oracle Quick Startの削除」を参照してください。
















5 コンパクト・ドメインの構成


Quick Startインストール用のコンパクト・ドメインが構成されると、外部Oracle Databaseが作成されます。

統合WebLogic ServerのJava DBと互換性のないコンポーネントを使用したアプリケーションを作成する場合にのみ、ここで述べる手順を実行してください。これらのコンポーネントには、Oracle Enterprise Scheduler、Oracle B2B、Oracle Healthcare、Oracle Business Activity MonitoringおよびOracle Managed File Transferなどがあります。




	概要

	Quick Startインストール用コンパクト・ドメインの構成の準備

	必要なスキーマのインストール

	コンパクト・ドメインの構成

	JDeveloperからコンパクト・ドメインへの接続

	次の手順




親トピック: 「Oracle SOA SuiteのQuick Start」







5.1 概要


Quick Startインストールおよび構成ロードマップは、次のとおりです。


	手順	説明
	
インストールを計画します。

	
第1章を使用して、目的を満たすディストリビューションおよび構成パスを決定します。


	
Quick Startディストリビューションをダウンロードしてインストールします

	
Oracle SOA SuiteまたはOracle Business Process Management SuiteのQuick Startをダウンロードしてインストールしました。


	
コンパクト・ドメインを構成します。

	
開発したアプリケーションのデフォルト・ドメイン、スタンドアロン・ドメインまたはコンパクト・ドメインを構成します。


	
アプリケーションを開発またはテストします。

	
アプリケーションを開発またはテストします。












5.2 Quick Startインストール用コンパクト・ドメインの構成の準備


コンパクト・ドメインを構成するためにシステムを準備する必要があります。

コンパクト・ドメインは、管理対象サーバーを含まない、単一の管理サーバーで構成された開発者用ドメインです。コンパクト・ドメインを作成するとOracle Databaseを使用できるため、Quick Startインストールにデフォルトで含まれているJava DBとは互換性のない追加コンポーネントをインストールできます。

次のタスクに取りかかる前に、Quick Startインストールが動作することを確認してください。




	Oracle JDeveloper、Extra Server ConnectionsおよびJava DBの終了

	サポートされているデータベースのダウンロードおよびインストール

	Quick Start用12cデータベースの構成







5.2.1 Oracle JDeveloper、Extra Server ConnectionsおよびJava DBの終了



Oracle JDeveloperのすべてのインスタンスを終了します。

バックグラウンドで実行しているJava DBの他のサーバー接続やインスタンスがないことを確認するには、次のコマンドを使用します。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

ps -ef | grep java


続いて、kill -9を使用して、Java DBの不要な実行中のサーバーやインスタンスを終了します。


	
Windows

	
タスク マネージャーを起動して「プロセス」タブを選択します。JDeveloper、Java DBおよび実行中のサーバーで実行されているすべてのインスタンスを停止します。

次のメソッドも使用できます。


wmic process where "name='java.exe'" get ProcessID, Commandline /format:list


続いて、taskkill /f /pid <PID>を使用して、不要な実行中のサーバーやJava DBを終了します。














5.2.2 サポートされているデータベースのダウンロードおよびインストール


サポートされているデータベースをダウンロードおよびインストールするには、次の手順を実行します。


	Oracle Fusion Middleware 12cのサポートされているデータベースのダウンロード元の場所は、『Oracle Fusion Middlewareダウンロード、インストール、構成のREADMEファイル』を参照してください。
	インストーラを実行します。選択したデータベースのインストレーション・ガイドへのリンクは、Oracle Technology Networkの同じページにある「ダウンロード」タブの横の「ドキュメント」タブにあります。

インストール中に、サービス名とポート番号を書き留めておいてください。スキーマ作成にこの情報が必要です。












5.2.3 Quick Start用12cデータベースの構成


12cマルチテナント・データベースを使用している場合は、AL32UTF8文字セットを使用するように構成する必要があります。

Quick Startのリポジトリ作成ユーティリティは、コンテナ・データベース(CDB)に接続できません。データベースの作成時に、グローバル・データベースの作成画面でコンテナ・データベースを作成しないように選択できます。

コンテナ・データベースを作成する場合、CDB内にプラガブル・データベース(PDB)を作成できます。次に、RCUをそのPDBに指します。互換性のあるPDBを構成する方法については、12c の『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。









5.3 必要なスキーマのインストール


Quick Startコンパクト・ドメインに必要なスキーマを作成する必要があります。




	追加コンポーネントのインストーラの実行

	リポジトリ作成ユーティリティを使用したQuick Startのスキーマの作成







5.3.1 追加コンポーネントのインストーラの実行



Oracle Managed File Transfer、Oracle B2BまたはOracle SOA Suite for healthcare integrationを追加する場合、最初にRCUを実行する前にインストーラをダウンロードおよび実行する必要があります。これらのインストールの簡単な説明は、「Quick Start用のOracle B2B、Oracle SOA Suite for Healthcare IntegrationまたはOracle Managed File Transferのインストール」を参照してください。

Oracle Enterprise SchedulerまたはOracle Business Activity Monitoringを追加する場合、個別のインストーラを実行する必要はありません。

必要な追加製品がまだわからない場合は、コンパクト・ドメインの作成後に任意のコンポーネントを追加できます。ただしここで決定しておくと、サーバーを再起動したり、ドメイン構成ウィザードやRCUを実行したりする回数を最小化できます。


注意:

12cでは、Oracle SOA Suiteインストールにリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)が含まれています。個別のバージョンをダウンロードしたり、使用したりしないでください。



コンパクト・ドメインの構成を終了し、新しいスキーマを追加する場合、コンパクト・ドメインの更新方法は「コンパクト・ドメインの更新」を参照してください。









5.3.2 リポジトリ作成ユーティリティを使用したQuick Startのスキーマの作成


リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)でスキーマを作成するには、次の手順を実行します。


	Quick StartインストールにパッケージされているRCUを起動して、新しいデータベースにスキーマを作成します。Quick Startを使用してデータベースを構成する際に、他のバージョンのRCUをダウンロードしたり、使用したりしないでください。

ORACLE_HOME環境変数に対してOracleホームをすでに割り当ててある場合、次に示す例と同様のコマンドを入力できます。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

cd $ORACLE_HOME/oracle_common/bin
./rcu


	
Windows

	

cd %ORACLE_HOME\oracle_common\bin
rcu.bat









	次の画面に従って進みます。各画面のオプションの詳細は、「ヘルプ」をクリックするか、『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のリポジトリ作成ユーティリティの画面の理解に関する項を参照してください。


表5-1 RCUのスキーマ作成画面

	画面	説明
	
ようこそ

	
この画面には、RCUの概要と目的について表示されます。「次へ」をクリックします。


	
リポジトリの作成

	
「リポジトリの作成」を選択し、「システム・ロードおよび製品ロードの同時実行」を選択します。

2つ目のオプションが表示されない場合は、DBAアクティビティを実行するために必要な権限が付与されていません。


	
データベース接続の詳細

	
「ホスト名」、「ユーザー名」、「パスワード」に、使用するOracle Databaseの資格証明を入力します。「サービス名」と「ポート」番号はデータベースをインストールしたときに作成されたものです。

12cマルチテナント・データベースを使用していて接続に問題がある場合は、データベースが適切に構成されていることを確認してください。

「次へ」をクリックします。


	
前提条件チェック

	
このポップアップ画面には進捗状況インジケータが表示されます。前提条件チェックが完了したら、「OK」をクリックして続行します。


	
コンポーネントの選択

	
ドメインの構成時にターゲット設定しやすいように、新しいスキーマに直感的な接頭辞(SOAQSまたはBPMQSなど)を指定します。

「AS共通スキーム」および「SOA Suite」を選択すると、それらの依存先がすべて選択されます。

[image: 図GUID-D5CDCA97-F26A-4EDD-9D15-0B77B6B85566-default.gifの説明が続きます]



Managed File Transferをインストールする場合は、リストで「Managed File Transfer」を選択します。該当するインストーラをまだ実行していない場合、このオプションはリストに表示されません。

「次へ」をクリックします。


	
スキーマ・パスワード

	
「すべてのスキーマに同じパスワードを使用」を選択します。パスワードを作成して覚えておきます。


	
カスタム変数

	
この画面は、SOAインフラストラクチャをインストールする場合に表示されます。カスタム変数の説明は、『Oracle SOA SuiteおよびBusiness Process Managementのインストールと構成』のSOA Suiteスキーマに必要なカスタム変数に関する項を参照してください。

Healthcare Integrationユーザー・インタフェースが必要なヘルスケア・プロバイダの場合は、Healthcare Integrationの「値」フィールドを「はい」に変更します。この値をここで設定しないと、Healthcare Integrationユーザー・インタフェースは正しく機能しません。詳細は、「Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationユーザー・インタフェースのアクティブ化」を参照してください。

[image: 図GUID-8869646C-6A6A-4A79-BE10-69BBF66D688B-default.gifの説明が続きます]



または、デフォルトのまま「次へ」をクリックします。


	
表領域のマップ

	
この画面には、スキーマを作成するコンポーネントのデフォルト表領域と一時表領域が表示されます。この情報を確認したら、「次へ」をクリックします。

続く2つの確認ダイアログで「OK」をクリックします。さらに、「次へ」をクリックして、次の画面に進みます。


	
サマリー

	
この画面には、作成されるコンポーネント・スキーマの概要が表示されます。この画面の上部にある「データベースの詳細」を書き留めておきます。

「作成」をクリックし、スキーマの作成を開始します。

進行状況ダイアログにスキーマ作成の進行状況が表示されます。正常に作成されたスキーマの横には緑色のチェック・マークが表示されます。


	
完了サマリー

	
この画面には、データベース・スキーマの操作で作成されたログ・ファイルが表示されます。任意のログ・ファイルを開いて情報を確認したり、作成時の問題を解決したりできます。

いずれかの操作が失敗した場合は、「失敗したコンポーネントのクリーンアップ」ボックスを選択できます。このオプションを選択すると、「閉じる」をクリックしたときに、作成に失敗したスキーマがデータベースから削除されます。

「閉じる」をクリックすると、スキーマの作成が完了します。







スキーマ作成中に問題が発生した場合、次を確認してください。

	
Quick Startインストールに含まれるRCUを使用しています。


	
データベース・サーバーおよびリスナーが実行されています。


	
12cデータベースを使用している場合は、データベースは適切に構成されています。




「完了サマリー」画面で生成されたログ・ファイルを使用して問題を解決することもできまます。詳細は、『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』の「リポジトリ作成ユーティリティのトラブルシューティング」を参照してください。














5.4 コンパクト・ドメインの構成


開発者環境では、構成ウィザードを使用してコンパクト・ドメインを作成できます。




	構成ウィザードの起動

	ドメイン・タイプとドメイン・ホームの場所の選択

	Oracle SOA Suite Quick Startの構成テンプレートの選択

	アプリケーション・ホームの場所の選択

	管理者アカウントの構成

	ドメイン・モードとJDKの指定

	データ・ソース構成タイプの指定

	JDBCコンポーネント・スキーマ情報の指定

	JDBC接続のテスト

	キーストア証明書または鍵へのパスの指定

「キーストア」画面を使用して、各キーストアの信頼できる証明書へのパス、または各キーストアの秘密鍵および秘密鍵についてのその他の情報へのパスを指定します。
	詳細な構成の選択

	ドメインの構成

	ドメインの場所の確認







5.4.1 構成ウィザードの起動


構成ウィザードを起動して、コンパクト・ドメインを作成するには、次の手順を実行します。



	
binディレクトリに移動します。


	
環境変数CONFIG_JVM_ARGSを-Dcom.oracle.cie.config.showProfile=trueに設定します。これにより、コンパクト・ドメインのオプションが構成ウィザードで有効になります。


	
構成ウィザードを起動します。




ORACLE_HOME環境変数に対してOracleホームをすでに割り当ててある場合、次に示す例と同様のコマンドを入力できます。


	オペレーティング・システム	コマンド
	
UNIX

	

cd $ORACLE_HOME/oracle_common/common/bin
CONFIG_JVM_ARGS=-Dcom.oracle.cie.config.showProfile=true
export CONFIG_JVM_ARGS
./config.sh


	
Windows

	

cd %ORACLE_HOME\oracle_common\common\bin
SET CONFIG_JVM_ARGS=-Dcom.oracle.cie.config.showProfile=true
config.cmd














5.4.2 ドメイン・タイプとドメイン・ホームの場所の選択



「構成タイプ」画面で、「新規コンパクト・ドメインの作成」を選択します。このオプションが表示されない場合は、CONFIG_JVM_ARGS環境変数が正しく設定されていません。

[image: 図GUID-0AEA8C3B-E7F3-408C-B3F2-6BA70860C809-default.gifの説明が続きます]



「ドメインの場所」フィールドで、使用するドメイン・ホーム・ディレクトリを指定します。すでに統合WebLogic Serverを起動し、デフォルト・ドメインが生成されている場合は、base_domain以外に新しいドメインを作成する必要があります。

ドメイン・ホームは、Oracleホーム・ディレクトリの外部に作成する必要があります。次の図で、Oracleホームからの相対的なアプリケーション・ホームの場所を確認してください。


図5-1 Oracle Fusion Middlewareの推奨ディレクトリ構造

[image: 図5-1の説明が続きます]



このディレクトリ構造は、ソフトウェアのアップグレードや再インストールが必要になったときに問題を回避するために役立ちます。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの理解』のOracle Fusion Middlewareの主要ディレクトリに関する項を参照してください。









5.4.3 Oracle SOA Suite Quick Startの構成テンプレートの選択



「テンプレート」画面では、「製品テンプレートを使用してドメインを作成」が選択されていることを確認し、次のテンプレートを選択します。





	
Oracle SOA Suite - 12.2.1.1.0 [soa]

このテンプレートを選択すると、次の項目が依存関係として自動的に選択されます。

	
Oracle Enterprise Manager


	
Oracle WSM Policy Manager


	
Oracle JRF


	
WebLogic Coherenceクラスタ拡張





	
Oracle Service Bus - 12.2.1.1.0 [osb]

このテンプレートを選択すると、次が依存関係として自動的に選択されます。

	
WebLogic Advanced Web Services for JAX-RPC拡張





	
Oracle Enterprise Scheduler Service Basic - 12.2.1.1.0 [oracle_common]


	
Oracle Enterprise Manager Plugin for ESS - 12.2.1.1.0 [em]




必要に応じて、次のテンプレートを選択します。

	
Oracle SOA Suite for healthcare integration - 12.2.1.1.0 [soa]


注意:

HIPAAドキュメントの場合、Oracle SOA Suite for healthcare integration - 12.2.1.1.0 [soa]テンプレートおよびOracle B2B - 12.2.1.1.0 [soa]テンプレートの両方を選択します。

HL7ドキュメントの場合、「Oracle SOA Suite for healthcare integration - 12.2.1.1.0 [soa]」のみ選択します。




	
Oracle Business Activity Monitoring - 12.2.1.1.0 [soa]


	
Oracle B2B - 12.2.1.1.0 [soa]


	
Oracle Managed File Transfer - 12.2.1.1.0 [mft]




Oracle B2B、Oracle Healthcare IntegrationまたはOracle Managed File Transferのインストーラを実行していない場合は、前述のテンプレートを選択するためのオプションは表示されません。これらのコンポーネントのインストール手順は、「Quick Startインストールへのコンポーネントの追加について」を参照してください。









5.4.4 アプリケーション・ホームの場所の選択



「アプリケーションの場所」画面では、ドメインに関連付けられたアプリケーションを格納する場所を選択します。この場所は、アプリケーション・ホーム・ディレクトリとも呼ばれます。

アプリケーション・ホームは、前述のドメイン・ホームに対して指定した場所と同じ場所に作成する必要があります。









5.4.5 管理者アカウントの構成



「管理者アカウント」画面では、ドメインに対するデフォルトのWebLogic管理者アカウントにユーザー名とパスワードを指定します。これらの資格証明は、ドメインの管理サーバーにアクセスする際に使用します。









5.4.6 ドメイン・モードとJDKの指定



「ドメイン・モードおよびJDK」画面では、次の操作を実行します。





	
「ドメイン・モード」フィールドで「開発モード」を選択します。


	
「JDK」フィールドでOracle Hotspot JDKを選択します。












5.4.7 データ・ソース構成タイプの指定



「データベース構成タイプ」画面で、「RCUデータ」を選択してフィールドをアクティブ化します。「RCUデータ」オプションは、構成ウィザードにデータベースとサービス表(STB)スキーマに接続して、ドメインの構成に必要なスキーマに関するスキーマ情報を自動的に取得するように指示します。


注意:

この画面で「手動構成」を選択する場合、次の画面で、スキーマのパラメータを手動で指定する必要があります。



「RCUデータ」を選択してから、次の各フィールドに入力します。


	フィールド	説明
	
DBMS/サービス

	
データベースのDBMS名(サービス・タイプ・ドライバを選択している場合はサービス名)を入力します。12cマルチテナント・データベースを使用している場合、コンテナではなく、構成されたプラガブル・データベース(PDB)のサービス名を使用していることを確認します。


	
ホスト名

	
データベースをホストするサーバーの名前を入力します。


	
ポート

	
データベースがリスニングするポート番号を入力します。


	
スキーマ所有者

スキーマ・パスワード

	
データベースのサービス表スキーマに接続するためのユーザー名とパスワードを入力します。これは、RCUの「スキーマ・パスワード」画面でサービス表コンポーネントに指定されたスキーマのユーザー名およびパスワードです。

デフォルトのユーザー名はprefix_STBです。prefixは、RCUで定義したカスタム接頭辞です。







データベース接続情報の指定が完了したら、「RCU構成の取得」をクリックします。「接続結果ログ」の次の出力は、操作が成功したことを示しています。


Connecting to the database server...OK
Retrieving schema data from database server...OK
Binding local schema components with retrieved data...OK

Successfully Done.



ヒント:

「RCUデータ」オプションの詳細は、『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のサービス表スキーマの理解に関する項を参照してください。











5.4.8 JDBCコンポーネント・スキーマ情報の指定



「JDBCコンポーネント・スキーマ」画面に示される値が、すべてのスキーマに対して適切であることを確認します。前の画面で「RCUデータ」を選択した場合、スキーマ表はすでに適切に移入されている必要があります。









5.4.9 JDBC接続のテスト



「JDBCコンポーネント・スキーマ・テスト」画面を使用して、構成したばかりのデータ・ソース接続をテストします。

「ステータス」列に示される緑色のチェック・マークは、テストが成功したことを表します。問題が発生した場合は、この画面の「接続結果ログ」セクションに示されるエラー・メッセージを確認し、問題を修正してから接続テストを再試行してください。








5.4.10 キーストア証明書または鍵へのパスの指定


「キーストア」画面を使用して、各キーストアの信頼できる証明書へのパス、または各キーストアの秘密鍵および秘密鍵についてのその他の情報へのパスを指定します。


この画面を使用して、各キーストアの信頼できる証明書へのパス、または各キーストアの秘密鍵および秘密鍵についてのその他の情報へのパスを指定します。

「信頼できる証明書」、「秘密鍵」または「アイデンティティ証明書」フィールドをクリックすると、フィールドの右側に参照アイコンが表示されます。このアイコンをクリックして、適切なファイルを参照します。


ヒント:

この画面上におけるその他のオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のキーストアに関する項を参照してください。











5.4.11 詳細な構成の選択



コンパクト・ドメインでは、拡張構成は必要ありません。「拡張構成」画面は、何も選択せずにスキップできます。









5.4.12 ドメインの構成



「構成のサマリー」画面には、最終的なディレクトリ構造およびコンパクト・ドメインに構成されるコンポーネントと拡張機能が表示されます。この情報を確認して、「作成」をクリックします。

「構成の進行状況」画面に構成の進行状況バーが表示されます。









5.4.13 ドメインの場所の確認



構成が完了すると、「構成に成功しました」画面にドメインのディレクトリの場所と管理コンソールにアクセスするためのURLが表示されます。両方を書き留めてから「閉じる」をクリックします。

構成ウィザードが完了したら、コンパクト・ドメインのホームに移動し、次のコマンドを使用して管理サーバーを起動します。


	オペレーティング・システム	コマンド
	
UNIX

	

cd DOMAIN_HOME/bin
./startWebLogic.sh


	
Windows

	

cd DOMAIN_HOME\bin
startWebLogic.cmd







JDeveloperの統合WebLogic Serverを使用する場合、同じシステム上でコンパクト・ドメインと併用するときには、コマンドの最後にフラグnoderbyを追加します。たとえば、Linuxの起動コマンドは次のようになります。


./startWebLogic.sh noderby


-noderbyオプションを指定すると、Java仮想マシンでDerby Java Databaseが起動しないようにできます。これにより、統合WebLogic Serverとの競合が回避されます。この場合、正常に起動するにはDerby Java Databaseを初期化する必要があります。

次の出力が表示されれば、管理サーバーは実行されています。


Server state changed to RUNNING.











5.5 JDeveloperからコンパクト・ドメインへの接続


コンパクト・ドメインの構成後、新しいコンパクト・ドメインを、アプリケーションを起動するためにターゲット設定するようにJDeveloperを準備する必要があります。




	「アプリケーション・サーバー接続」ウィザードの起動

	ドメインの場所の確認

	接続の確認







5.5.1 「アプリケーション・サーバー接続」ウィザードの起動



Oracle JDeveloperを適切なコマンドで起動します。

ORACLE_HOME環境変数に対してOracleホームをすでに割り当ててある場合、次に示す例と同様のコマンドを入力できます。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

cd $ORACLE_HOME/jdeveloper/jdev/bin
./jdev


	
Windows

	

CD %ORACLE_HOME%\jdeveloper
jdeveloper.exe







上部のメニューから「ウィンドウ」を選択し、ドロップダウン・メニューから「アプリケーション・サーバー」を選択します。または、キーボード・ショートカットの[Ctrl]+[Shift]+[G]を使用する方法もあります。これにより、左側のペインに「アプリケーション・サーバー・ナビゲータ」が開きます。

[image: 図GUID-75CA36EA-6BFE-470C-A10A-2B16E115EE72-default.gifの説明が続きます]



「アプリケーション・サーバー・ナビゲータ」で「アプリケーション・サーバー」を右クリックします。ドロップダウン・メニューから「新規アプリケーション・サーバー」を選択してアプリケーション・サーバー接続の作成ウィザードを起動します。

[image: 図GUID-0B266F21-EABE-4046-BFF2-1FFEF3FA10CB-default.gifの説明が続きます]










5.5.2 ドメインの場所の確認



構成が完了すると、「構成に成功しました」画面にドメインのディレクトリの場所と管理コンソールにアクセスするためのURLが表示されます。両方を書き留めてから「閉じる」をクリックします。

構成ウィザードが完了したら、コンパクト・ドメインのホームに移動し、次のコマンドを使用して管理サーバーを起動します。


	オペレーティング・システム	コマンド
	
UNIX

	

cd DOMAIN_HOME/bin
./startWebLogic.sh


	
Windows

	

cd DOMAIN_HOME\bin
startWebLogic.cmd







JDeveloperの統合WebLogic Serverを使用する場合、同じシステム上でコンパクト・ドメインと併用するときには、コマンドの最後にフラグnoderbyを追加します。たとえば、Linuxの起動コマンドは次のようになります。


./startWebLogic.sh noderby


-noderbyオプションを指定すると、Java仮想マシンでDerby Java Databaseが起動しないようにできます。これにより、統合WebLogic Serverとの競合が回避されます。この場合、正常に起動するにはDerby Java Databaseを初期化する必要があります。

次の出力が表示されれば、管理サーバーは実行されています。


Server state changed to RUNNING.









5.5.3 接続の確認



「アプリケーション・サーバー・ナビゲータ」で「アプリケーション・サーバー」の横の接続ノードを展開します。「名前とタイプ」画面で指定した「接続名」でスタンドアロン・ドメインがリストされるはずです。

スタンドアロン・ドメインの名前を右クリックして、「管理コンソールの起動」を選択します。

[image: 図GUID-5A463147-25D1-44CC-A0EC-FFE1117107FB-default.gifの説明が続きます]



管理コンソールにログインします。ログインできたら、アプリケーションの作成を開始します。











5.6 次の手順


Quick Startインストールとコンパクト・ドメインの接続の確認が終了したら、次のいずれかのアクションを実施できます。


	アクション	リソース
	
Oracle SOA Suite Quick Startのサンプル・アプリケーションをデプロイします。

	
「サンプル・アプリケーションの実行」を参照してください。


	
独自のアプリケーションを作成またはテストします。

	
『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』のOracle JDeveloperによるアプリケーション開発のスタート・ガイドに関する項を参照してください。


	
Oracle Managed File Transfer、Oracle Stream AnalyticsまたはOracle B2B/Healthcareを追加します。

	
完全に構成されたコンパクト・ドメインにコンポーネントを追加する手順は、「Quick Startインストールへのコンポーネントの追加について」を参照してください。


	
インストールを削除します。

	
インストールのテストが完了している場合、「Oracle Quick Startの削除」を参照してください。















第III部 Oracle Business Process Management SuiteのQuick Start


この部では、Quick Startを使用してOracle Business Process Management Suiteをインストールする手順について説明します。




	Oracle Business Process Management Suite Quick Start for Developersのインストール

Oracle Business Process Management Suite Quick Startをインストールする際は、統合WebLogic Serverのデフォルト・ドメインを使用するか、スタンド・アロン・ドメインを新たに作成することになります。
	統合WebLogic Serverドメインの構成

Quick Startディストリビューション用の統合WebLogic Serverのデフォルト・ドメインまたはスタンドアロン・ドメインを構成できます。
	コンパクト・ドメインの構成

Quick Startインストール用のコンパクト・ドメインが構成されると、外部Oracle Databaseが作成されます。









6 Oracle Business Process Management SuiteのQuick Start for Developersのインストール


Oracle Business Process Management Suite Quick Startをインストールする際は、統合WebLogic Serverのデフォルト・ドメインを使用するか、スタンド・アロン・ドメインを新たに作成することになります。

このインストールを開始する前に、「Quick Startディストリビューションの導入」を確認する必要があります。




	概要

	Oracle Business Process Management Suite Quick Startインストーラのダウンロード

	Oracle Business Process Management Suite Quick Startインストーラの起動

	インストール画面への移動

	次の手順




親トピック: Oracle Business Process Management SuiteのQuick Start







6.1 概要


Quick Startインストールおよび構成ロードマップは、次のとおりです。


	手順	説明
	
インストールを計画します。

	
第1章を使用して、目的を満たすディストリビューションおよび構成パスを決定しました。


	
Quick Startディストリビューションのダウンロードおよびインストール

	
Oracle SOA SuiteまたはOracle Business Process Management Suite用のQuick Startをダウンロードしてインストールします。


	
デフォルトまたはスタンドアロン・ドメインを構成します。

	
開発したアプリケーションのデフォルト・ドメイン、スタンドアロン・ドメインまたはコンパクト・ドメインを構成します。


	
アプリケーションを開発またはテストします。

	
アプリケーションを開発またはテストします。












6.2 Oracle Business Process Management Suite Quick Startインストーラのダウンロード


Oracle Business Process Management Suiteインストーラをダウンロードするには、次の手順を実行します。


	Oracle Business Process Management Suiteをインストールするホスト・コンピュータにログインします。
	Oracle Business Process Management Suite Quick Startインストーラのzipファイルをダウンロードします。これは、Oracle Fusion Middleware 12cメディア・パックの一部としてOracle Software Delivery Cloudにあります。

指定された場所でインストーラが見つからない場合は、『Oracle Fusion Middlewareダウンロード、インストール、構成のREADMEファイル』でダウンロード元の場所を確認してください。












6.3 Oracle Business Process Management Suite Quick Startインストーラの起動



動作保証されたJDKをインストールしてQuick Startインストーラのzipファイルをダウンロードした後、Quick Startインストーラを起動できます




	zipファイルの内容を、簡単に見つけることができる場所に解凍します。複数の.jarファイルが作成される可能性があります。
	コマンド・プロンプトを使用して、jarファイルを解凍したディレクトリに移動します。適切なコマンドでウィザードを起動します。


	インストーラ	実行コマンド
	
Linux用の汎用インストーラ

	

JAVA_HOME/bin/java -jar fmw_12.2.1.1.0_bpm_quickstart_generic.jar 


	
Windows用の汎用インストーラ

	

JAVA_HOME\bin\java.exe -jar fmw_12.2.1.1.0_bpm_quickstart_generic.jar 








注意:

インストーラをサイレント・モードで起動して、インストール・プロセス中に構成オプションが表示されないようにすることもできます。サイレント・インストールやコマンド行インストールの詳細は、『Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』の「サイレント・モードにおけるOracle Universal Installerの使用方法」を参照してください。






	インストール・ウィザードが起動します。インストーラの実行に問題がある場合は、システムの準備について再度確認してください。


注意:

複数のjarファイルが作成される場合でも、それらのすべてに対してインストール・コマンドを実行する必要はありません。fmw_12.2.1.1.0_bpm_quickstart_generic.jarに対してのみ上述のコマンドを実行する必要があります。














6.4 インストール画面のナビゲート



Quick Startインストーラを起動すると、次の表に記載された画面が、インストール・ウィザードに表示されます。インストール画面に関して詳細な情報が必要な場合は、インストーラで「ヘルプ」をクリックします。


表6-1 Quick Startインストール画面

	画面	説明
	
ようこそ

	
製品のインストーラの紹介画面です。


	
インストール場所

	
この画面を使用してOracleホーム・ディレクトリの位置を指定します。選択するディレクトリ名に空白が含まれていないことを確認してください。

Oracle Fusion Middlewareディレクトリ構造の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のインストールおよび構成のためのディレクトリの理解に関する項を参照してください。


	
前提条件チェック

	
この画面では、ご使用のシステムが最小要件を満たしていることを検証します。


	
インストール・サマリー

	
この画面を使用して、選択したインストール・オプションを確認します。これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存する場合は、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックし、レスポンス・ファイルの場所と名前を指定します。レスポンス・ファイルは、今後、サイレント・インストールを実行する場合に使用できます。


	
インストールの進行状況

	
この画面はインストールの進行状況を示します。

進行状況バーが100%完了になったら、「終了」をクリックしてインストーラを閉じるか、「次へ」をクリックしてサマリーを表示します。


	
インストール完了

	
インストールが完了すると、この画面が表示されます。この画面の情報を確認してください。

この画面の下部には、インストール・ウィザードを閉じる際にOracle JDeveloperを起動するためのチェック・ボックスがあります。

[image: 図GUID-0F06289D-AB98-4542-A646-D63FE7211F10-default.gifの説明が続きます]



このボックスは選択を解除することをお薦めします。

「終了」をクリックします。














6.5 次の手順


インストールの確認が終了したら、ドメインを構成する必要があります。ドメイン・オプションの詳細は、「ドメインの構成の理解」を参照してください。

それ以外の場合、次の表を使用して迅速に決定できます。


	アクション	リソース
	
統合WebLogic Serverをすぐに起動して、Java DBを使用したドメインを起動します。

このオプションでは、追加のインストールは必要ありません。

	
「統合WebLogic Server Domainの構成」をを参照してください。


	
Quick Startインストールを使用するには、Oracleデータベースをインストールおよび構成します。

このオプションではOracleデータベースをインストールする必要がありますが、他にもOracle Managed File Transfer、Oracle Stream AnalyticsまたはOracle B2B/HealthcareなどのOracle SOA Suiteコンポーネントを使用できます。

	
コンパクト・ドメインの構成を参照してください。
















7 統合WebLogic Serverドメインの構成


Quick Startディストリビューション用の統合WebLogic Serverのデフォルト・ドメインまたはスタンドアロン・ドメインを構成できます。

ここで述べる手順を実行すると、統合WebLogic ServerおよびJava DBを使用してアプリケーションをテストできます。




	概要

	Quick Startドメインの理解

	統合WebLogic Serverの起動の準備

	JDeveloperのデフォルト・ドメインの構成

	スタンドアロン・ドメインの構成

	JDeveloperの基本機能の理解

	同じマシン上の複数のインストールの管理

	Quick Startディストリビューション間の切替え

	次の手順




親トピック: Oracle Business Process Management SuiteのQuick Start







7.1 概要


Quick Startインストールおよび構成ロードマップは、次のとおりです。


	手順	説明
	
インストールを計画します。

	
第1章を使用して、目的を満たすディストリビューションおよび構成パスを決定します。


	
Quick Startディストリビューションをダウンロードしてインストールします

	
Oracle SOA SuiteまたはOracle Business Process Management SuiteのQuick Startをダウンロードしてインストールしました。


	
デフォルトまたはスタンドアロン・ドメインを構成します。

	
開発したアプリケーションのデフォルト・ドメイン、スタンドアロン・ドメインまたはコンパクト・ドメインを構成します。


	
アプリケーションを開発またはテストします。

	
アプリケーションを開発またはテストします。











7.2 Quick Startドメインの理解


Quick Startを使用してドメインを構成する3つのサポートされている方法があります。すべてのドメインは、任意のOracle Business Process Management SuiteコンポーネントのIDEプラグインを使用して事前に構成されます。

次の表を使用して、要件を最も満たすドメインを決定します。


	提案されているユースケース	方法	説明
	
評価

	
統合WebLogic Serverのデフォルト・ドメインをJDeveloper内に構成します。

	
JDeveloper内から統合WebLogic Serverを起動するとデフォルト・ドメインが作成されます。

この場合、サーバーは現在のJDeveloperセッションにつながります。JDeveloperを停止すると、統合WebLogic Serverも停止します。新しいJDeveloperセッションを開始するたびに、統合WebLogic Serverを再起動する必要があります。

詳細は、「JDeveloperのデフォルト・ドメインの構成」を参照してください。


	
Java DBを使用した開発

	
スタンドアロン・ドメインを構成します。

	
スタンドアロン・バージョンの統合WebLogic Serverを作成します。サーバーとドメインはJDeveloperに依存せずに実行されます。

これにより、JDeveloperで一連の個別のセッションにわたるアプリケーションの開発を予定している場合や、Oracle Service Busのブラウザベースのコンソールでアプリケーションを開発する予定がある場合、迅速に作業を開始できます。

詳細は、「スタンドアロン・ドメインの構成」を参照してください。


	
Oracleデータベースを使用した開発

	
コンパクト・ドメインを構成します。

	
Oracle Databaseと外部コンパクト・ドメインを使用するようにQuick Startインストールを構成できます。

このオプションは、使用しているドメインとEnterprise Scheduler、Managed File Transfer、B2B、HeathcareまたはBAMコンポーネントとの互換性を保つ必要がある場合にのみ選択してください。

詳細は、「コンパクト・ドメインの構成」を参照してください。







ドメインに対する他の作成方法はお薦めしません。







7.3 統合WebLogic Serverの起動の準備


統合WebLogic Serverを起動する前に環境を準備する手順に従います。




	JDEV_USER_DIR環境変数の設定

	ORACLE_HOME環境変数の設定

	Oracle Linuxのエントロピのチェック







7.3.1 JDEV_USER_DIR環境変数の設定



JDEV_USER_DIR環境変数を設定してユーザー・ホーム・ディレクトリの場所を指定できます。これは、ディストリビューションに対して一意の場所にする必要があります。ユーザー・ホーム・ディレクトリには、ドメイン・ファイルおよびユーザーが生成したアプリケーション・ファイルのサブディレクトリが格納されます。


注意:

この手順は、同じマシンにJDeveloperの複数のディストリビューションをインストールして実行する予定がある場合に重要です。インストールするディストリビューションごとに一意のユーザー・ホーム・ディレクトリを割り当てます。



次に推奨するディレクトリ構造を示します。ここで、configはユーザー・ホーム・ディレクトリの場所を示します。


図7-1 Oracle Fusion Middlewareの推奨ディレクトリ構造

[image: 図7-1の説明が続きます]



JDEV_USER_DIRを定義しないと、ドメイン・ホームとアプリケーション・ホームが2つの異なる場所に作成されます。

UNIXホストの場合、デフォルトのドメイン・ホームは$HOME/.jdeveloper/system12.2.1.1.x.x.xxxx/DefaultDomainに作成されます。デフォルトのアプリケーション・ホームは$HOME/jdeveloper/myworkに作成されます。

Windowsホストの場合、デフォルトのドメイン・ホームは%USERPROFILE%\AppData\Roaming\JDeveloper\system12.2.1.1.x.x.xxxx\DefaultDomainに作成されます。デフォルトのアプリケーション・ホームはC:\JDeveloper\myworkに作成されます。

JDEV_USER_DIRを設定すると、設定したディレクトリのサブディレクトリとして、ドメイン・ホームとアプリケーション・ホームが並列に配置されます。たとえば、UNIXシステムの場合、ドメイン・ホームはJDEV_USER_DIR\system12.2.1.1.x.x.xxxに配置されます。アプリケーション・ホームはJDEV_USER_DIR\myworkに配置されます。









7.3.2 ORACLE_HOME環境変数の設定



ORACLE_HOME環境変数を設定することで、インストール・コマンドや構成コマンドを実行する際の各ディレクトリへの移動が簡単にできます。

パス定義は次のようになります。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

ORACLE_HOME=$HOME/Oracle/Middleware/Oracle_Home
export ORACLE_HOME


	
Windows

	

SET ORACLE_HOME=C:\Oracle\Middleware\Oracle_Home














7.3.3 Oracle Linuxのエントロピのチェック



Oracle Linux (正式にはOracle Enterprise Linux)マシンでインストールを行う場合、十分なエントロピがあることを確認する必要があります。統合WebLogic Serverを迅速に起動するには、少なくとも500必要です。

エントロピを確認するには、次のコマンドを実行します。


cat /proc/sys/kernel/random/entropy_avail


500未満の場合、次のコマンドを使用して/dev/randomにバイトを補充します。ソースとして/dev/urandomを使用します。


rngd -r /dev/urandom -o /dev/random -b 


/etc/sysconfig/rngdを編集してこのコマンドを構成し、次の行を追加できます。


EXTRAOPTIONS="-i -r /dev/urandom -o /dev/random -b -t 60 -W 2048"











7.4 JDeveloperのデフォルト・ドメインの構成


統合WebLogic Serverを起動することによってJDeveloperのデフォルト・ドメインを構成できます。




	統合WebLogic Serverの起動

	ドメインの確認

	Secure Sockets Layer (SSL)の無効化







7.4.1 統合WebLogic Serverの起動


統合WebLogic Serverに起動するには、次の手順を実行します。


	JDeveloperを起動します。

ORACLE_HOME環境変数に対してOracleホームをすでに割り当ててある場合、次に示す例と同様のコマンドを入力できます。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

cd $ORACLE_HOME/jdeveloper/jdev/bin
./jdev


	
Windows

	

CD %ORACLE_HOME%\jdeveloper
jdeveloper.exe







Oracle JDeveloperを起動すると、3つのプロンプトが表示されます。

プロンプトが表示されたら、「Studio開発者(すべての機能)」をロールとして選択し、「OK」をクリックします。

[image: 図GUID-341B14BF-BE05-487E-9CC5-8876DD2EF21D-default.gifの説明が続きます]



プロンプトが表示されたら、「いいえ」をクリックして以前のJDeveloperインストールからプリファレンスをインポートします。

[image: 図GUID-8EBEE87D-04B6-41DD-B381-B8DDDC659AA5-default.gifの説明が続きます]



「Oracle使用状況トラッキング」に関するプロンプトが表示されたら、Oracle JDeveloperからOracleに自動使用状況レポートを送信するかどうかを選択し、「OK」をクリックします。

この時点でJDeveloperが完全に起動します。




	メニューバーから「実行」を選択して統合WebLogic Serverを起動します。ドロップダウン・リストから「サーバー・インスタンスの起動」を選択します。


図7-2 統合WebLogic Serverの起動

[image: 図7-2の説明が続きます]





	サーバー・インスタンスを初めて起動する場合は、デフォルト・ドメインのパスワードを入力するよう求められます。


図7-3 デフォルト・ドメインのパスワードの指定

[image: 図7-3の説明が続きます]



「管理者ID」、「リスニング・アドレス」、「リスニング・ポート」および「SSLリスニング・ポート」にはあらかじめ値が入力されています。それらを確認し、適宜変更します。




	統合サーバーの起動には数分かかります。

「メッセージ」ウィンドウ・ペインでサーバーの起動を確認できます。このウィンドウは、JDeveloper画面の下部に自動的に開きます。表示されない場合は、上部のメニュー・バーから「ウィンドウ」を選択し、ドロップダウン・メニューから「ログ」を選択して開きます。キーボード・ショートカットの[Ctrl]+[Shift]+[L]を使用してアクティブにすることもできます。


注意:

統合WebLogic Serverドメインの作成が失敗して、次のエラーが表示された場合:

Failed to query contents of table SERVICETABLE. - Schema 'DEMODB' does not exist

必ず実行中のすべてのサーバーをシャットダウンし(Java DBを使用していない場合でも)、ドメインの作成を再実行してください。




注意:

マシンがVPN経由で接続されている場合、CoherenceでローカルとVPNのIPアドレスが混同される可能性があります。Coherenceクラスタをマルチキャストに変更してください。






	ログに次のメッセージが表示されれば、統合WebLogic Serverは正常に起動しています。


[SOA Platform is running and accepting requests
[IntegratedWebLogicServer started.]












7.4.2 ドメインの確認



デフォルト・ドメインは、Oracle SOA SuiteおよびOracle Service Busのランタイム・コンポーネントであらかじめ構成されています。ドメイン・インストールを検証する手順は、次のとおりです。




	次の形式のURLにあるEnterprise Manager Fusion Middleware Controlにアクセスします。


http://hostname.domain:7101/em



注意:

統合WebLogic Serverのデフォルト・ポートは、構成時に変更していないかぎり必ず7101にしてください。



統合Weblogic Serverを起動したときに指定したユーザー名とパスワードを使用してログインします。

Fusion Middleware Controlの使用方法の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』の「Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの使用のスタート・ガイド」を参照してください。




	または、Oracle Service Busコンソールを使用してプロジェクトを開発する場合は、Oracle Service Busが実行されているかどうかを確認できます。

Oracle Service Busコンソールには、次の形式のURLでアクセスできます。


http://hostname.domain:7101/servicebus


スタンドアロン・ドメインを作成したときに指定したユーザー名とパスワードを使用してログインします。

Oracle Service Busコンソールの使用の詳細は、『Oracle Service Busでのサービスの開発』の「Oracle Service Busコンソールのスタート・ガイド」を参照してください。












7.4.3 Secure Sockets Layer (SSL)の無効化



このタスクはオプションです。SSLはデフォルトでは統合WebLogic Serverで有効化されています。設計時の要件が厳格でない場合は、次のようにSSLを無効にできます。




	http://localhost:7101/consoleにある管理コンソールに移動します。
	資格証明を使用してログインします。
	「環境」、「サーバー」、「管理サーバー」の順に選択します。
	「SSLリスニング・ポート有効」の選択を解除します。
	統合WebLogic Serverを再起動します。










7.5 スタンドアロン・ドメインの構成


スタンドアロン・バージョンの統合WebLogic Serverおよびドメインを起動できます。




	スタンドアロン・ドメイン構成ウィザードの起動

	構成ウィザード画面のナビゲート

	「アプリケーション・サーバー接続」ウィザードの起動

	アプリケーション・サーバー接続作成ウィザード画面のナビゲート

	接続の確認







7.5.1 スタンドアロン・ドメイン構成ウィザードの起動



構成ウィザードを起動する前に、システムで実行しているサーバーがないことを確認してください。

構成ウィザードを起動して、スタンドアロン・ドメインを作成するには、次の手順を実行します。




	binディレクトリに移動します。
	環境変数QS_TEMPLATESをSOAドメイン・テンプレート、またはSOAドメイン・テンプレートとOSBドメイン・テンプレートの両方に設定します。
	スタンドアロン・ドメイン構成ウィザードを起動します。



ORACLE_HOME環境変数に対してOracleホームをすでに割り当ててある場合、次に示す例と同様のコマンドを入力できます。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

cd $ORACLE_HOME/oracle_common/common/bin
QS_TEMPLATES="$ORACLE_HOME/soa/common/templates/wls/oracle.soa_template.jar, $ORACLE_HOME/osb/common/templates/wls/oracle.osb_template.jar"
export QS_TEMPLATES
./qs_config.sh


	
Windows

	

cd %ORACLE_HOME%\oracle_common\common\bin
set QS_TEMPLATES=%ORACLE_HOME%\soa\common\templates\wls\oracle.soa_template.jar, %ORACLE_HOME%\osb\common\templates\wls\oracle.osb_template.jar
qs_config.cmd














7.5.2 構成ウィザード画面のナビゲート



構成ウィザードでは次の画面をナビゲートします。


表7-1 Quick StartのWebLogic Server構成画面

	画面	説明
	
構成

	
デフォルト・ドメインのパスワードを指定します。

「ドメインの場所」を編集します。デフォルトでは、ドメインはORACLE_HOME/user_projects/domains/base_domainに作成されます。今後の混乱を避けるために、「ドメインの場所」のパスのbase_domainをstandalone_domainに置き換えます。

「アプリケーションの場所」のパスのbase_domainもstandalone_domainに置き換えます。

ポート番号を確認します。

「作成」をクリックします。


	
構成の進行状況

	
この画面では、構成の進行状況を参照できます。


	
構成の終了

	
インストールが完了すると、この画面が表示されます。この画面の情報を書き留めておいてください。

この画面にリストされたドメインの場所から新しいドメインを手動で起動する場合は、その起動オプションの選択は解除しておきます。

「終了」をクリックして、ウィザードを終了します。







作成後にドメインを自動的に起動しないように選択した場合、スタンドアロン・ドメインを手動で起動するには、コマンドラインを使用してドメイン・ホームに移動し、startWebLogic.shファイルまたはstartWebLogic.cmdファイルを起動します。

ドメインの構成には数分かかることがあります。ターミナルに次のメッセージが表示されれば、WebLogic Serverが起動し、スタンドアロン・ドメインは正常に作成されています。


SOA Platform is running and accepting requests


スタンドアロン・ドメインは、Oracle SOA Suiteのランタイム・コンポーネントであらかじめ構成されています。









7.5.3 「アプリケーション・サーバー接続」ウィザードの起動



Oracle JDeveloperを適切なコマンドで起動します。

ORACLE_HOME環境変数に対してOracleホームをすでに割り当ててある場合、次に示す例と同様のコマンドを入力できます。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

cd $ORACLE_HOME/jdeveloper/jdev/bin
./jdev


	
Windows

	

CD %ORACLE_HOME%\jdeveloper
jdeveloper.exe







上部のメニューから「ウィンドウ」を選択し、ドロップダウン・メニューから「アプリケーション・サーバー」を選択します。または、キーボード・ショートカットの[Ctrl]+[Shift]+[G]を使用する方法もあります。これにより、左側のペインに「アプリケーション・サーバー・ナビゲータ」が開きます。

[image: 図GUID-75CA36EA-6BFE-470C-A10A-2B16E115EE72-default.gifの説明が続きます]



「アプリケーション・サーバー・ナビゲータ」で「アプリケーション・サーバー」を右クリックします。ドロップダウン・メニューから「新規アプリケーション・サーバー」を選択してアプリケーション・サーバー接続の作成ウィザードを起動します。

[image: 図GUID-0B266F21-EABE-4046-BFF2-1FFEF3FA10CB-default.gifの説明が続きます]










7.5.4 アプリケーション・サーバー接続作成ウィザード画面のナビゲート



「アプリケーション・サーバー接続の作成ウィザード」には次の画面があります。


表7-2 アプリケーション・サーバー接続作成の画面

	画面	説明
	
使用方法

	
「スタンドアロン・サーバー」を選択します。

「次へ」をクリックします。


	
名前とタイプ

	
サーバーの直感的な「接続名」を指定します。

「接続タイプ」の「WebLogic 12.x」は選択したままにします。

「次へ」をクリックします。


	
認証

	
ドメインの構成時に作成した「ユーザー名」と「パスワード」を入力します。

「次へ」をクリックします。


	
接続

	
スタンドアロン・ドメインの名前を入力します。画面の他の内容は変更せずに「次へ」をクリックします。


	
テスト

	
上部にある「接続のテスト」ボタンをクリックします。テストが失敗した場合は、「戻る」をクリックして「接続」画面または「認証」画面に戻り、入力した内容がすべて正しいことを確認してください。

すべて問題がなければ「次へ」をクリックします。


	
終了

	
「終了」画面には、新しい接続の起動方法が表示されます。これについては次のタスクで説明します。「終了」をクリックします。














7.5.5 接続の確認



「アプリケーション・サーバー・ナビゲータ」で「アプリケーション・サーバー」の横の接続ノードを展開します。「名前とタイプ」画面で指定した「接続名」でスタンドアロン・ドメインがリストされるはずです。

スタンドアロン・ドメインの名前を右クリックして、「管理コンソールの起動」を選択します。

[image: 図GUID-5A463147-25D1-44CC-A0EC-FFE1117107FB-default.gifの説明が続きます]



管理コンソールにログインします。ログインできたら、アプリケーションの作成を開始します。











7.6 JDeveloperの基本機能の理解


JDeveloperを効果的に管理するには、基本的なOracle JDeveloperの機能を理解している必要があります。

Oracle JDeveloperの使用方法の詳細は、『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』の「Oracle JDeveloperの使用方法」を参照してください。




	統合WebLogic Serverの停止

	JDeveloperの再起動







7.6.1 統合WebLogic Serverの停止



Oracle JDeveloperから統合WebLogic Serverを起動した場合は、Oracle JDeveloperを終了するだけで実行中のサーバーを停止できます。

なんらかの理由でJDeveloperを終了したくない場合は、リボン・メニューで赤い停止ボタンをクリックする方法もあります。

[image: 図GUID-22000DCA-E64A-41F2-A52F-72A6CF787533-default.gifの説明が続きます]



WebLogic Serverを個別に起動した場合は、次を実行します。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

cd DOMAIN_HOME/bin
./stopWebLogic.sh


	
Windows

	

CD DOMAIN_HOME\bin
stopWebLogic.cmd














7.6.2 JDeveloperの再起動



Oracle JDeveloperを閉じて再度開く必要がある場合は、次のコマンドを使用できます。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

cd $ORACLE_HOME/jdeveloper/jdev/bin
./jdev


	
Windows

	

CD %ORACLE_HOME%\jdeveloper
jdeveloper.exe
















7.7 同じマシン上の複数のインストールの管理


同じマシン上に複数のQuick Startディストリビューションをインストールすると、ディストリビューションそれぞれに、独自の一意のJava DBインスタンスを実行する独自のJDeveloperが作成されます。同じマシン上のすべてのJava DBインスタンスは、同じポートで初期化されます。これらの理由のために、次の操作を実行できません。

	
異なるディストリビューションから2つの統合WebLogic Serverを同時に起動することはできません。


	
Oracle Business Process Management Suite Quick Start OracleホームからWebLogic Serverを起動することにより、Oracle SOA Suiteランタイム環境にアクセスすることはできません。


	
Oracle SOA Suite Quick Start OracleホームからWebLogic Serverを起動することにより、Oracle Business Process Management Suiteランタイム環境にアクセスすることはできません。










7.8 Quick Startディストリビューション間の切替え



同じマシン上でJava DBを使用して異なる複数のサーバーを切り替える場合、目的の開発環境を確実に起動するために、次の手順を実行する必要があります。




	まだ実行していない場合は、JDeveloperディストリビューションのそれぞれに対して個別のユーザー・ディレクトリ・ホームの場所を決めます。ユーザー・ホーム・ディレクトリには、ドメイン・ファイルおよびユーザーが生成したアプリケーション・ファイルのサブディレクトリが格納されます。

たとえば、同じマシン上にOracle Business Process Management Suite JDeveloperとOracle SOA Suite JDeveloperの両方をインストールして使用するとします。この場合、Oracle SOA Suite JDeveloperのユーザー・ホーム・ディレクトリの場所をC:/jdev12cworkarea/soaに指定し、Oracle Business Process Management Suiteユーザー・ホーム・ディレクトリの場所をC:/jdev12cworkarea/bpmにすることができます。




	環境変数JDEV_USER_DIRを、使用するJDeveloperディストリビューションのユーザー・ディレクトリ・ホームの場所に設定します。

前の手順で示した例では、Oracle SOA Suite環境を使用する場合、JDEV_USER_DIR=C:/jdev12cworkarea/soaを設定します。


注意:

JDEV_USER_DIRを再定義すると、アプリケーション・プロジェクトのデフォルトの保存場所も変更されます。JDEV_USER_DIRを定義せずにJDeveloperをすでに起動して使用している場合、デフォルト・アプリケーション・ホームにアプリケーションが保存されている可能性があります。デフォルト・アプリケーション・ホームはJDeveloper/myworkの下のユーザーのルート・ディレクトリに配置されます。






	使用するディストリビューションのJDeveloperホームに移動します。

たとえば、Oracle SOA Suite環境を使用する場合、Oracle SOA Suite Oracleホームに移動し、/jdeveloper/jdev/binに移動します。




	そこからJDeveloperの実行可能ファイルを起動します。



Java DBを使用してディストリビューションを切り替えるたびに、JDEV_USER_DIR変数を再設定する必要があります。









7.9 次の手順


インストールの確認が終了したら、次のいずれかのタスクを実行できます。


	アクション	リソース
	
外部Oracle Databaseとスタンドアロン・コンパクト・ドメインを使用するようにQuick Startインストールを構成します。

	
コンパクト・ドメインの構成を参照してください。


	
サンプル・アプリケーションをデプロイします。

	
「サンプル・アプリケーションの実行」を参照してください。


	
独自のアプリケーションを作成またはテストします。

	
『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』の「Oracle JDeveloperの使用方法」を参照してください。


	
インストールを削除します。

	
インストールのテストが完了している場合、「Oracle Quick Startの削除」を参照してください。
















8 コンパクト・ドメインの構成


Quick Startインストール用のコンパクト・ドメインが構成されると、外部Oracle Databaseが作成されます。

統合WebLogic ServerのJava DBと互換性のないコンポーネントを使用したアプリケーションを作成する場合にのみ、ここで述べる手順を実行してください。これらのコンポーネントには、Oracle Enterprise Scheduler、Oracle B2B、Oracle Healthcare、Oracle Business Activity MonitoringおよびOracle Managed File Transferなどがあります。




	概要

	Quick Startインストール用コンパクト・ドメインの構成の準備

	必要なスキーマのインストール

	コンパクト・ドメインの構成

	JDeveloperからコンパクト・ドメインへの接続

	次の手順




親トピック: Oracle Business Process Management SuiteのQuick Start







8.1 概要


Quick Startインストールおよび構成ロードマップは、次のとおりです。


	手順	説明
	
インストールを計画します。

	
第1章を使用して、目的を満たすディストリビューションおよび構成パスを決定します。


	
Quick Startディストリビューションをダウンロードしてインストールします

	
Oracle SOA SuiteまたはOracle Business Process Management SuiteのQuick Startをダウンロードしてインストールしました。


	
コンパクト・ドメインを構成します。

	
開発したアプリケーションのデフォルト・ドメイン、スタンドアロン・ドメインまたはコンパクト・ドメインを構成します。


	
アプリケーションを開発またはテストします。

	
アプリケーションを開発またはテストします。












8.2 Quick Startインストール用コンパクト・ドメインの構成の準備


コンパクト・ドメインを構成するためにシステムを準備する必要があります。

コンパクト・ドメインは、管理対象サーバーを含まない、単一の管理サーバーで構成された開発者用ドメインです。コンパクト・ドメインを作成するとOracle Databaseを使用できるため、Quick Startインストールにデフォルトで含まれているJava DBとは互換性のない追加コンポーネントをインストールできます。

次のタスクに取りかかる前に、Quick Startインストールが動作することを確認してください。




	Oracle JDeveloper、Extra Server ConnectionsおよびJava DBの終了

	サポートされているデータベースのダウンロードおよびインストール

	Quick Start用12cデータベースの構成







8.2.1 Oracle JDeveloper、Extra Server ConnectionsおよびJava DBの終了



Oracle JDeveloperのすべてのインスタンスを終了します。

バックグラウンドで実行しているJava DBの他のサーバー接続やインスタンスがないことを確認するには、次のコマンドを使用します。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

ps -ef | grep java


続いて、kill -9を使用して、Java DBの不要な実行中のサーバーやインスタンスを終了します。


	
Windows

	
タスク マネージャーを起動して「プロセス」タブを選択します。JDeveloper、Java DBおよび実行中のサーバーで実行されているすべてのインスタンスを停止します。

次のメソッドも使用できます。


wmic process where "name='java.exe'" get ProcessID, Commandline /format:list


続いて、taskkill /f /pid <PID>を使用して、不要な実行中のサーバーやJava DBを終了します。














8.2.2 サポートされているデータベースのダウンロードおよびインストール


サポートされているデータベースをダウンロードおよびインストールするには、次の手順を実行します。


	Oracle Fusion Middleware 12cのサポートされているデータベースのダウンロード元の場所は、『Oracle Fusion Middlewareダウンロード、インストール、構成のREADMEファイル』を参照してください。
	インストーラを実行します。選択したデータベースのインストレーション・ガイドへのリンクは、Oracle Technology Networkの同じページにある「ダウンロード」タブの横の「ドキュメント」タブにあります。

インストール中に、サービス名とポート番号を書き留めておいてください。スキーマ作成にこの情報が必要です。












8.2.3 Quick Start用12cデータベースの構成


12cマルチテナント・データベースを使用している場合は、AL32UTF8文字セットを使用するように構成する必要があります。

Quick Startのリポジトリ作成ユーティリティは、コンテナ・データベース(CDB)に接続できません。データベースの作成時に、グローバル・データベースの作成画面でコンテナ・データベースを作成しないように選択できます。

コンテナ・データベースを作成する場合、CDB内にプラガブル・データベース(PDB)を作成できます。次に、RCUをそのPDBに指します。互換性のあるPDBを構成する方法については、12c の『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。









8.3 必要なスキーマのインストール


Quick Startコンパクト・ドメインに必要なスキーマを作成する必要があります。




	追加コンポーネントのインストーラの実行

	リポジトリ作成ユーティリティを使用したQuick Startのスキーマの作成







8.3.1 追加コンポーネントのインストーラの実行



Oracle Managed File Transfer、Oracle B2BまたはOracle SOA Suite for healthcare integrationを追加する場合、最初にRCUを実行する前にインストーラをダウンロードおよび実行する必要があります。これらのインストールの簡単な説明は、「Quick Start用のOracle B2B、Oracle SOA Suite for Healthcare IntegrationまたはOracle Managed File Transferのインストール」を参照してください。

Oracle Enterprise SchedulerまたはOracle Business Activity Monitoringを追加する場合、個別のインストーラを実行する必要はありません。

必要な追加製品がまだわからない場合は、コンパクト・ドメインの作成後に任意のコンポーネントを追加できます。ただしここで決定しておくと、サーバーを再起動したり、ドメイン構成ウィザードやRCUを実行したりする回数を最小化できます。


注意:

12cでは、Oracle SOA Suiteインストールにリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)が含まれています。個別のバージョンをダウンロードしたり、使用したりしないでください。



コンパクト・ドメインの構成を終了し、新しいスキーマを追加する場合、コンパクト・ドメインの更新方法は「コンパクト・ドメインの更新」を参照してください。









8.3.2 リポジトリ作成ユーティリティを使用したQuick Startのスキーマの作成


リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)でスキーマを作成するには、次の手順を実行します。


	Quick StartインストールにパッケージされているRCUを起動して、新しいデータベースにスキーマを作成します。Quick Startを使用してデータベースを構成する際に、他のバージョンのRCUをダウンロードしたり、使用したりしないでください。

ORACLE_HOME環境変数に対してOracleホームをすでに割り当ててある場合、次に示す例と同様のコマンドを入力できます。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

cd $ORACLE_HOME/oracle_common/bin
./rcu


	
Windows

	

cd %ORACLE_HOME\oracle_common\bin
rcu.bat









	次の画面に従って進みます。各画面のオプションの詳細は、「ヘルプ」をクリックするか、『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のリポジトリ作成ユーティリティの画面の理解に関する項を参照してください。


表8-1 RCUのスキーマ作成画面

	画面	説明
	
ようこそ

	
この画面には、RCUの概要と目的について表示されます。「次へ」をクリックします。


	
リポジトリの作成

	
「リポジトリの作成」を選択し、「システム・ロードおよび製品ロードの同時実行」を選択します。

2つ目のオプションが表示されない場合は、DBAアクティビティを実行するために必要な権限が付与されていません。


	
データベース接続の詳細

	
「ホスト名」、「ユーザー名」、「パスワード」に、使用するOracle Databaseの資格証明を入力します。「サービス名」と「ポート」番号はデータベースをインストールしたときに作成されたものです。

12cマルチテナント・データベースを使用していて接続に問題がある場合は、データベースが適切に構成されていることを確認してください。

「次へ」をクリックします。


	
前提条件チェック

	
このポップアップ画面には進捗状況インジケータが表示されます。前提条件チェックが完了したら、「OK」をクリックして続行します。


	
コンポーネントの選択

	
ドメインの構成時にターゲット設定しやすいように、新しいスキーマに直感的な接頭辞(SOAQSまたはBPMQSなど)を指定します。

「AS共通スキーム」および「SOA Suite」を選択すると、それらの依存先がすべて選択されます。

[image: 図GUID-D5CDCA97-F26A-4EDD-9D15-0B77B6B85566-default.gifの説明が続きます]



Managed File Transferをインストールする場合は、リストで「Managed File Transfer」を選択します。該当するインストーラをまだ実行していない場合、このオプションはリストに表示されません。

「次へ」をクリックします。


	
スキーマ・パスワード

	
「すべてのスキーマに同じパスワードを使用」を選択します。パスワードを作成して覚えておきます。


	
カスタム変数

	
この画面は、SOAインフラストラクチャをインストールする場合に表示されます。カスタム変数の説明は、『Oracle SOA SuiteおよびBusiness Process Managementのインストールと構成』のSOA Suiteスキーマに必要なカスタム変数に関する項を参照してください。

Healthcare Integrationユーザー・インタフェースが必要なヘルスケア・プロバイダの場合は、Healthcare Integrationの「値」フィールドを「はい」に変更します。この値をここで設定しないと、Healthcare Integrationユーザー・インタフェースは正しく機能しません。詳細は、「Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationユーザー・インタフェースのアクティブ化」を参照してください。

[image: 図GUID-8869646C-6A6A-4A79-BE10-69BBF66D688B-default.gifの説明が続きます]



または、デフォルトのまま「次へ」をクリックします。


	
表領域のマップ

	
この画面には、スキーマを作成するコンポーネントのデフォルト表領域と一時表領域が表示されます。この情報を確認したら、「次へ」をクリックします。

続く2つの確認ダイアログで「OK」をクリックします。さらに、「次へ」をクリックして、次の画面に進みます。


	
サマリー

	
この画面には、作成されるコンポーネント・スキーマの概要が表示されます。この画面の上部にある「データベースの詳細」を書き留めておきます。

「作成」をクリックし、スキーマの作成を開始します。

進行状況ダイアログにスキーマ作成の進行状況が表示されます。正常に作成されたスキーマの横には緑色のチェック・マークが表示されます。


	
完了サマリー

	
この画面には、データベース・スキーマの操作で作成されたログ・ファイルが表示されます。任意のログ・ファイルを開いて情報を確認したり、作成時の問題を解決したりできます。

いずれかの操作が失敗した場合は、「失敗したコンポーネントのクリーンアップ」ボックスを選択できます。このオプションを選択すると、「閉じる」をクリックしたときに、作成に失敗したスキーマがデータベースから削除されます。

「閉じる」をクリックすると、スキーマの作成が完了します。







スキーマ作成中に問題が発生した場合、次を確認してください。

	
Quick Startインストールに含まれるRCUを使用しています。


	
データベース・サーバーおよびリスナーが実行されています。


	
12cデータベースを使用している場合は、データベースは適切に構成されています。




「完了サマリー」画面で生成されたログ・ファイルを使用して問題を解決することもできまます。詳細は、『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』の「リポジトリ作成ユーティリティのトラブルシューティング」を参照してください。














8.4 コンパクト・ドメインの構成


開発者環境では、構成ウィザードを使用してコンパクト・ドメインを作成できます。




	構成ウィザードの起動

	ドメイン・タイプとドメイン・ホームの場所の選択

	Oracle Business Process Management Suiteの構成テンプレートの選択

	アプリケーション・ホームの場所の選択

	管理者アカウントの構成

	ドメイン・モードとJDKの指定

	データ・ソース構成タイプの指定

	JDBCコンポーネント・スキーマ情報の指定

	JDBC接続のテスト

	キーストア証明書または鍵へのパスの指定

「キーストア」画面を使用して、各キーストアの信頼できる証明書へのパス、または各キーストアの秘密鍵および秘密鍵についてのその他の情報へのパスを指定します。
	詳細な構成の選択

	ドメインの構成

	ドメインの場所の確認







8.4.1 構成ウィザードの起動


構成ウィザードを起動して、コンパクト・ドメインを作成するには、次の手順を実行します。



	
binディレクトリに移動します。


	
環境変数CONFIG_JVM_ARGSを-Dcom.oracle.cie.config.showProfile=trueに設定します。これにより、コンパクト・ドメインのオプションが構成ウィザードで有効になります。


	
構成ウィザードを起動します。




ORACLE_HOME環境変数に対してOracleホームをすでに割り当ててある場合、次に示す例と同様のコマンドを入力できます。


	オペレーティング・システム	コマンド
	
UNIX

	

cd $ORACLE_HOME/oracle_common/common/bin
CONFIG_JVM_ARGS=-Dcom.oracle.cie.config.showProfile=true
export CONFIG_JVM_ARGS
./config.sh


	
Windows

	

cd %ORACLE_HOME\oracle_common\common\bin
SET CONFIG_JVM_ARGS=-Dcom.oracle.cie.config.showProfile=true
config.cmd














8.4.2 ドメイン・タイプとドメイン・ホームの場所の選択



「構成タイプ」画面で、「新規コンパクト・ドメインの作成」を選択します。このオプションが表示されない場合は、CONFIG_JVM_ARGS環境変数が正しく設定されていません。

[image: 図GUID-0AEA8C3B-E7F3-408C-B3F2-6BA70860C809-default.gifの説明が続きます]



「ドメインの場所」フィールドで、使用するドメイン・ホーム・ディレクトリを指定します。すでに統合WebLogic Serverを起動し、デフォルト・ドメインが生成されている場合は、base_domain以外に新しいドメインを作成する必要があります。

ドメイン・ホームは、Oracleホーム・ディレクトリの外部に作成する必要があります。次の図で、Oracleホームからの相対的なアプリケーション・ホームの場所を確認してください。


図8-1 Oracle Fusion Middlewareの推奨ディレクトリ構造

[image: 図8-1の説明が続きます]



このディレクトリ構造は、ソフトウェアのアップグレードや再インストールが必要になったときに問題を回避するために役立ちます。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの理解』のOracle Fusion Middlewareの主要ディレクトリに関する項を参照してください。









8.4.3 Oracle Business Process Management Suiteの構成テンプレートの選択



「テンプレート」画面で、「製品テンプレートを使用してドメインを作成」が選択されていることを確認し、次のテンプレートを選択します。

	
Oracle BPM Suite - 12.2.1.1.0 [soa]

このテンプレートを選択すると、次の項目が依存関係として自動的に選択されます。

	
Oracle SOA Suite


	
Oracle Enterprise Manager


	
Oracle WSM Policy Manager


	
Oracle JRF


	
WebLogic Coherenceクラスタ拡張











必要に応じて、次のテンプレートを選択します。

	
Oracle SOA Suite for healthcare integration - 12.2.1.1.0 [soa]


注意:

HIPAAドキュメントの場合、Oracle SOA Suite for healthcare integration - 12.2.1.1.0 [soa]テンプレートおよびOracle B2B - 12.2.1.1.0 [soa]テンプレートの両方を選択します。

HL7ドキュメントの場合、Oracle SOA Suite for healthcare integration - 12.2.1.1.0 [soa]テンプレートのみを選択します。




	
Oracle Business Activity Monitoring - 12.2.1.1.0 [soa]


	
Oracle Enterprise Scheduler Service Basic - 12.2.1.1.0 [oracle_common]


	
Oracle Enterprise Manager Plugin for ESS - 12.2.1.1.0 [em]


	
Oracle B2B - 12.2.1.1.0 [soa]


	
Oracle Managed File Transfer - 12.2.1.1.0 [mft]




Oracle B2B、Oracle Healthcare IntegrationまたはOracle Managed File Transferのインストーラを個別に実行していない場合は、前述のテンプレートを選択するためのオプションは表示されません。これらのコンポーネントのインストール手順は、「Quick Startインストールへのコンポーネントの追加」を参照してください。









8.4.4 アプリケーション・ホームの場所の選択



「アプリケーションの場所」画面では、ドメインに関連付けられたアプリケーションを格納する場所を選択します。この場所は、アプリケーション・ホーム・ディレクトリとも呼ばれます。

アプリケーション・ホームは、前述のドメイン・ホームに対して指定した場所と同じ場所に作成する必要があります。









8.4.5 管理者アカウントの構成



「管理者アカウント」画面では、ドメインに対するデフォルトのWebLogic管理者アカウントにユーザー名とパスワードを指定します。これらの資格証明は、ドメインの管理サーバーにアクセスする際に使用します。









8.4.6 ドメイン・モードとJDKの指定



「ドメイン・モードおよびJDK」画面では、次の操作を実行します。





	
「ドメイン・モード」フィールドで「開発モード」を選択します。


	
「JDK」フィールドでOracle Hotspot JDKを選択します。












8.4.7 データ・ソース構成タイプの指定



「データベース構成タイプ」画面で、「RCUデータ」を選択してフィールドをアクティブ化します。「RCUデータ」オプションは、構成ウィザードにデータベースとサービス表(STB)スキーマに接続して、ドメインの構成に必要なスキーマに関するスキーマ情報を自動的に取得するように指示します。


注意:

この画面で「手動構成」を選択する場合、次の画面で、スキーマのパラメータを手動で指定する必要があります。



「RCUデータ」を選択してから、次の各フィールドに入力します。


	フィールド	説明
	
DBMS/サービス

	
データベースのDBMS名(サービス・タイプ・ドライバを選択している場合はサービス名)を入力します。12cマルチテナント・データベースを使用している場合、コンテナではなく、構成されたプラガブル・データベース(PDB)のサービス名を使用していることを確認します。


	
ホスト名

	
データベースをホストするサーバーの名前を入力します。


	
ポート

	
データベースがリスニングするポート番号を入力します。


	
スキーマ所有者

スキーマ・パスワード

	
データベースのサービス表スキーマに接続するためのユーザー名とパスワードを入力します。これは、RCUの「スキーマ・パスワード」画面でサービス表コンポーネントに指定されたスキーマのユーザー名およびパスワードです。

デフォルトのユーザー名はprefix_STBです。prefixは、RCUで定義したカスタム接頭辞です。







データベース接続情報の指定が完了したら、「RCU構成の取得」をクリックします。「接続結果ログ」の次の出力は、操作が成功したことを示しています。


Connecting to the database server...OK
Retrieving schema data from database server...OK
Binding local schema components with retrieved data...OK

Successfully Done.



ヒント:

「RCUデータ」オプションの詳細は、『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のサービス表スキーマの理解に関する項を参照してください。











8.4.8 JDBCコンポーネント・スキーマ情報の指定



「JDBCコンポーネント・スキーマ」画面に示される値が、すべてのスキーマに対して適切であることを確認します。前の画面で「RCUデータ」を選択した場合、スキーマ表はすでに適切に移入されている必要があります。









8.4.9 JDBC接続のテスト



「JDBCコンポーネント・スキーマ・テスト」画面を使用して、構成したばかりのデータ・ソース接続をテストします。

「ステータス」列に示される緑色のチェック・マークは、テストが成功したことを表します。問題が発生した場合は、この画面の「接続結果ログ」セクションに示されるエラー・メッセージを確認し、問題を修正してから接続テストを再試行してください。








8.4.10 キーストア証明書または鍵へのパスの指定


「キーストア」画面を使用して、各キーストアの信頼できる証明書へのパス、または各キーストアの秘密鍵および秘密鍵についてのその他の情報へのパスを指定します。


この画面を使用して、各キーストアの信頼できる証明書へのパス、または各キーストアの秘密鍵および秘密鍵についてのその他の情報へのパスを指定します。

「信頼できる証明書」、「秘密鍵」または「アイデンティティ証明書」フィールドをクリックすると、フィールドの右側に参照アイコンが表示されます。このアイコンをクリックして、適切なファイルを参照します。


ヒント:

この画面上におけるその他のオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のキーストアに関する項を参照してください。











8.4.11 詳細な構成の選択



コンパクト・ドメインでは、拡張構成は必要ありません。「拡張構成」画面は、何も選択せずにスキップできます。









8.4.12 ドメインの構成



「構成のサマリー」画面には、最終的なディレクトリ構造およびコンパクト・ドメインに構成されるコンポーネントと拡張機能が表示されます。この情報を確認して、「作成」をクリックします。

「構成の進行状況」画面に構成の進行状況バーが表示されます。









8.4.13 ドメインの場所の確認



構成が完了すると、「構成に成功しました」画面にドメインのディレクトリの場所と管理コンソールにアクセスするためのURLが表示されます。両方を書き留めてから「閉じる」をクリックします。

構成ウィザードが完了したら、コンパクト・ドメインのホームに移動し、次のコマンドを使用して管理サーバーを起動します。


	オペレーティング・システム	コマンド
	
UNIX

	

cd DOMAIN_HOME/bin
./startWebLogic.sh


	
Windows

	

cd DOMAIN_HOME\bin
startWebLogic.cmd







JDeveloperの統合WebLogic Serverを使用する場合、同じシステム上でコンパクト・ドメインと併用するときには、コマンドの最後にフラグnoderbyを追加します。たとえば、Linuxの起動コマンドは次のようになります。


./startWebLogic.sh noderby


-noderbyオプションを指定すると、Java仮想マシンでDerby Java Databaseが起動しないようにできます。これにより、統合WebLogic Serverとの競合が回避されます。この場合、正常に起動するにはDerby Java Databaseを初期化する必要があります。

次の出力が表示されれば、管理サーバーは実行されています。


Server state changed to RUNNING.











8.5 JDeveloperからコンパクト・ドメインへの接続


コンパクト・ドメインの構成後、新しいコンパクト・ドメインを、アプリケーションを起動するためにターゲット設定するようにJDeveloperを準備する必要があります。




	「アプリケーション・サーバー接続」ウィザードの起動

	ドメインの場所の確認

	接続の確認







8.5.1 「アプリケーション・サーバー接続」ウィザードの起動



Oracle JDeveloperを適切なコマンドで起動します。

ORACLE_HOME環境変数に対してOracleホームをすでに割り当ててある場合、次に示す例と同様のコマンドを入力できます。


	環境	実行コマンド
	
UNIX

	

cd $ORACLE_HOME/jdeveloper/jdev/bin
./jdev


	
Windows

	

CD %ORACLE_HOME%\jdeveloper
jdeveloper.exe







上部のメニューから「ウィンドウ」を選択し、ドロップダウン・メニューから「アプリケーション・サーバー」を選択します。または、キーボード・ショートカットの[Ctrl]+[Shift]+[G]を使用する方法もあります。これにより、左側のペインに「アプリケーション・サーバー・ナビゲータ」が開きます。

[image: 図GUID-75CA36EA-6BFE-470C-A10A-2B16E115EE72-default.gifの説明が続きます]



「アプリケーション・サーバー・ナビゲータ」で「アプリケーション・サーバー」を右クリックします。ドロップダウン・メニューから「新規アプリケーション・サーバー」を選択してアプリケーション・サーバー接続の作成ウィザードを起動します。

[image: 図GUID-0B266F21-EABE-4046-BFF2-1FFEF3FA10CB-default.gifの説明が続きます]










8.5.2 ドメインの場所の確認



構成が完了すると、「構成に成功しました」画面にドメインのディレクトリの場所と管理コンソールにアクセスするためのURLが表示されます。両方を書き留めてから「閉じる」をクリックします。

構成ウィザードが完了したら、コンパクト・ドメインのホームに移動し、次のコマンドを使用して管理サーバーを起動します。


	オペレーティング・システム	コマンド
	
UNIX

	

cd DOMAIN_HOME/bin
./startWebLogic.sh


	
Windows

	

cd DOMAIN_HOME\bin
startWebLogic.cmd







JDeveloperの統合WebLogic Serverを使用する場合、同じシステム上でコンパクト・ドメインと併用するときには、コマンドの最後にフラグnoderbyを追加します。たとえば、Linuxの起動コマンドは次のようになります。


./startWebLogic.sh noderby


-noderbyオプションを指定すると、Java仮想マシンでDerby Java Databaseが起動しないようにできます。これにより、統合WebLogic Serverとの競合が回避されます。この場合、正常に起動するにはDerby Java Databaseを初期化する必要があります。

次の出力が表示されれば、管理サーバーは実行されています。


Server state changed to RUNNING.









8.5.3 接続の確認



「アプリケーション・サーバー・ナビゲータ」で「アプリケーション・サーバー」の横の接続ノードを展開します。「名前とタイプ」画面で指定した「接続名」でスタンドアロン・ドメインがリストされるはずです。

スタンドアロン・ドメインの名前を右クリックして、「管理コンソールの起動」を選択します。

[image: 図GUID-5A463147-25D1-44CC-A0EC-FFE1117107FB-default.gifの説明が続きます]



管理コンソールにログインします。ログインできたら、アプリケーションの作成を開始します。











8.6 次の手順


Quick Startインストールとコンパクト・ドメインの接続の確認が終了したら、次のいずれかのアクションを実施できます。


	アクション	リソース
	
Oracle SOA Suite Quick Startのサンプル・アプリケーションをデプロイします。

	
「サンプル・アプリケーションの実行」を参照してください。


	
独自のアプリケーションを作成またはテストします。

	
『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』のOracle JDeveloperによるアプリケーション開発のスタート・ガイドに関する項を参照してください。


	
Oracle Managed File Transfer、Oracle Stream AnalyticsまたはOracle B2B/Healthcareを追加します。

	
完全に構成されたコンパクト・ドメインにコンポーネントを追加する手順は、「Quick Startインストールへのコンポーネントの追加について」を参照してください。


	
インストールを削除します。

	
インストールのテストが完了している場合、「Oracle Quick Startの削除」を参照してください。















第IV部 Oracle Quick Startの構成後のタスク

この部では、Quick Startディストリビューションのインストール後に行う手順について説明します。


	Quick Startインストールへのコンポーネントの追加

Quick Startのインストールには、Oracle Enterprise Scheduler、Oracle B2B、ヘルスケア統合Oracle SOA Suite、Oracle Business Activity Monitoringおよび Oracle Managed File Transferを追加できます。また、Oracle Stream Analyticsランタイム環境も入手できます。
	サンプル・アプリケーションの実行

統合WebLogic Serverのデフォルト・ドメインを使用してOracle SOA Suite Quick Startディストリビューションのサンプル・アプリケーションをロードし、実行できます。また、Oracle Process Management Suiteのサンプル・アプリケーションを入手し、Oracle Stream Analyticsのプロジェクトを開始できます。
	Oracle Quick Startの削除

Oracle Quick Start製品をシステムから削除するには、ここで述べる手順に従ってください。










9 Quick Startインストールへのコンポーネントの追加


Quick Startのインストールには、Oracle Enterprise Scheduler、Oracle B2B、ヘルスケア統合Oracle SOA Suite、Oracle Business Activity MonitoringおよびOracle Managed File Transferを追加できます。また、Oracle Stream Analyticsランタイム環境も入手できます。

Quick Startインストールに追加可能な各コンポーネントのインストール・プロセスについてひととおり確認したり、完全に構成されたコンパクト・ドメインにコンポーネントを追加したりする場合に、ここで述べられていることを参照してください。




	概要

	Quick Startインストールへのコンポーネントの追加について

	Quick StartへのOracle B2B、Oracle SOA Suite for Healthcare IntegrationまたはOracle Managed File Transferのインストール

	Quick Startコンポーネントのスキーマの作成

	コンパクト・ドメインの更新

	Oracle Stream Analyticsデザインタイムの理解

	次の手順




親トピック: 「Oracle Quick Startの構成後のタスク」







9.1 概要


Quick Startインストールおよび構成ロードマップは、次のとおりです。


	手順	説明
	
インストールを計画します。

	
第1章を使用して、目的を満たすディストリビューションおよび構成パスを決定します。


	
Quick Startディストリビューションをダウンロードしてインストールします

	
Oracle SOA SuiteまたはOracle Business Process Management SuiteのQuick Startをダウンロードしてインストールしました。


	
コンパクト・ドメインを構成します。

	
コンパクト・ドメインを構成または再構成します。


	
アプリケーションを開発またはテストします。

	
アプリケーションを開発またはテストします。












9.2 Quick Startインストールへのコンポーネントの追加について


Oracle B2B、Oracle HealthcareおよびOracle Managed File TransferをQuick Startインストールに追加するには、個別のインストーラをダウンロードする必要があります。これらのインストーラは、「Quick StartへのOracle B2B、Oracle SOA Suite for Healthcare IntegrationまたはOracle Managed File Transferのインストール」で説明されています。

Oracle Business Activity MonitoringおよびOracle Enterprise Scheduler向けの個別のインストーラはありません。これらのコンポーネント用のコンパクト・ドメインは、ドメイン構成ウィザードで直接構成できます。ドメイン構成ウィザードを使用してコンパクト・ドメインを更新する方法は、「コンパクト・ドメインの更新」を参照してください。


ヒント:

リポジトリ作成ユーティリティおよびFusion Middleware構成ウィザードの起動回数を最小限に抑えるには、RCUまたは構成ウィザードを起動する前に、追加対象のコンポーネントのすべてのインストーラを実行します。各インストーラによって製品固有のスキーマ・セットがアクティブになり、さらに、製品固有の一連の構成テンプレートを使用できるようになります。



Oracle Stream Analyticsコンポーネントを使用してアプリケーションを実行できるようなランタイム環境を構築したい場合もあるでしょう。そのプロセスは、「Oracle Stream Analyticsデザインタイムの理解」で確認します。







9.3 Quick StartへのOracle B2B、Oracle SOA Suite for Healthcare IntegrationまたはOracle Managed File Transferのインストール


この項では、Oracle B2B、Oracle SOA Suite for Healthcare IntegrationまたはOracle Managed File TransferをQuick Startディストリビューションに追加する方法を説明します。




	Quick StartへのOracle B2Bのインストール

	Quick StartへのOracle SOA Suite for Healthcare Integrationのインストール

	Quick StartへのOracle Managed File Transferのインストール







9.3.1 Quick StartへのOracle B2Bのインストール


この項では、Quick StartへのOracle B2Bのインストール方法について説明します。「Oracle B2Bについて」に記載されているOracle B2Bのインストール・オプションについて理解しておいてください。




	完全なインストールなしの限定的なOracle B2Bインタフェースをアクティブ化する方法

	Quick StartへのOracle B2Bのインストール







9.3.1.1 完全なインストールなしの限定的なOracle B2Bインタフェースをアクティブ化する方法



完全なB2Bインストーラを実行せずに、限定的なOracle B2Bユーザー・インタフェースをアクティブ化するには、次のプロパティをOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlで設定します。

b2b.docPluginList=Custom

このプロパティを設定しないと、インバウンド・ドキュメントがXEngineのルックアップ・エラーで失敗します。このインタフェースではカスタム・ドキュメントを使用できます。

MBeanブラウザの使用に関する詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のFusion Middleware ControlのMBeanブラウザの使用のスタート・ガイドに関する項を参照してください。









9.3.1.2 Quick StartへのOracle B2Bのインストール



Oracle B2BとOracle SOA Suite for Healthcare Integrationは同じインストーラを共有します。fmw_12.2.1.1.0_b2b_Disk1_1of1.zipという名前のインストーラzipファイルを入手してください。

コマンド・プロンプトで、インストーラのダウンロード先ディレクトリに移動します。内容を解凍します。複数の.jarファイルが含まれている可能性がありますが、起動する必要があるのはfmw_12.2.1.1.0_b2bhealthcare_generic.jarのみです。

適切なコマンドでウィザードを起動します。


	インストーラ	実行コマンド
	
UNIX用の汎用インストーラ

	

%JAVA_HOME/bin/java -jar fmw_12.2.1.1.0_b2bhealthcare_generic.jar 


	
Windows用の汎用インストーラ

	
スタート メニューでcmd.exeを検索します。cmd.exeを右クリックして、「管理者として実行」を選択します。

コマンド・プロンプトで、システム上のJDKに含まれるJava実行可能ファイルを使用します。コマンドは次のようになります。


%JAVA_HOME%\bin\java -jar fmw_12.2.1.1.0_b2bhealthcare_generic.jar







インストーラを起動すると、表9-1の一連の画面が、記載されている順番でインストール・ウィザードに表示されます。


表9-1 Oracle B2Bのインストール画面

	画面	説明
	
ようこそ

	
製品のインストーラの紹介画面です。


	
インストール場所

	
この画面を使用して、Quick StartのOracleホームの場所を指定します。新しいOracleホームは作成しません。


	
インストール・タイプ

	
「B2B」オプションを選択します。これにより、Oracle B2Bユーザー・インタフェースとXEngineがインストールされます。


	
前提条件チェック

	
この画面では、ご使用のシステムが最小要件を満たしていることを検証します。


	
インストール・サマリー

	
この画面を使用して、選択したインストール・オプションを確認します。これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存する場合は、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックし、レスポンス・ファイルの場所と名前を指定します。レスポンス・ファイルは、今後、サイレント・インストールを実行する場合に使用できます。


	
インストールの進行状況

	
この画面では、インストールの進行状況を参照できます。


	
インストール完了

	
インストールが完了すると、この画面が表示されます。この画面の情報を確認してください。







インストール・ウィザードを終了すると、ドメイン構成で「テンプレート」画面を選択できるようになります。











9.3.2 Quick StartへのOracle SOA Suite for Healthcare Integrationのインストール


この項では、Quick StartインストールをOracle SOA Suite for Healthcare Integration用に構成する方法を説明します。次に進む前に、「Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationについて」に記載されているOracle SOA Suite for Healthcare Integrationの各種構成オプションについて理解しておいてください。




	Quick StartへのOracle SOA Suite for Healthcare Integrationのインストール

	Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationユーザー・インタフェースのアクティブ化







9.3.2.1 Quick StartへのOracle SOA Suite for Healthcare Integrationのインストール



Oracle B2BとOracle SOA Suite for Healthcare Integrationは同じインストーラを共有します。fmw_12.2.1.1.0_b2b_Disk1_1of1.zipという名前のインストーラzipファイルを入手してください。

コマンド・プロンプトで、インストーラのダウンロード先ディレクトリに移動します。内容を解凍します。複数の.jarファイルが含まれている可能性がありますが、起動する必要があるのはfmw_12.2.1.1.0_b2bhealthcare_generic.jarのみです。

適切なコマンドでウィザードを起動します。


	インストーラ	実行コマンド
	
UNIX用の汎用インストーラ

	

%JAVA_HOME/bin/java -jar fmw_12.2.1.1.0_b2bhealthcare_generic.jar


	
Windows用の汎用インストーラ

	
スタート メニューでcmd.exeを検索します。cmd.exeを右クリックして、「管理者として実行」を選択します。

コマンド・プロンプトで、システム上のJDKに含まれるJava実行可能ファイルを使用します。コマンドは次のようになります。


%JAVA_HOME%\bin\java -jar fmw_12.2.1.1.0_b2bhealthcare_generic.jar







インストーラを起動すると、表9-2の一連の画面が、記載されている順番でインストール・ウィザードに表示されます。


表9-2 Oracle SOA Suite for Healthcareのインストール画面

	画面	説明
	
ようこそ

	
製品のインストーラの紹介画面です。


	
インストール場所

	
この画面を使用して、Quick StartのOracleホームの場所を指定します。新しいOracleホームは作成しません。


	
インストール・タイプ

	
B2BとHealthcareを選択して、B2Bユーザー・インタフェース、Healthcareユーザー・インタフェース、XEngineおよびHealthcareライブラリをインストールします。


	
前提条件チェック

	
この画面では、ご使用のシステムが最小要件を満たしていることを検証します。


	
インストール・サマリー

	
この画面を使用して、選択したインストール・オプションを確認します。これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存する場合は、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックし、レスポンス・ファイルの場所と名前を指定します。レスポンス・ファイルは、今後、サイレント・インストールを実行する場合に使用できます。


	
インストールの進行状況

	
この画面では、インストールの進行状況を参照できます。


	
インストール完了

	
インストールが完了すると、この画面が表示されます。この画面の情報を確認してください。







インストール・ウィザードを終了すると、ドメイン構成でOracle SOA Suite for Healthcare Integrationのテンプレートを「テンプレート」画面で選択できるようになります。

Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationユーザー・インタフェースを使用して医療ドキュメントを交換する場合は、「Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationユーザー・インタフェースのアクティブ化」のHealthcareユーザー・インタフェースをアクティブ化するために必要なすべてのインストール後の手順を確認する必要があります。









9.3.2.2 Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationユーザー・インタフェースのアクティブ化



この項では、Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationユーザー・インタフェースをアクティブにして、デフォルトのOracle B2Bインタフェースと置き換える方法を説明します。次に進む前に、「Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationについて」に記載されているユーザー・インタフェースのオプションについて必ず理解しておいてください。

すでにOracle SOA Suite for Healthcare Integrationインストーラが実行されており、B2BとHealthcareインストール・オプションが選択されているはずです。ここで、次の手順を実行します。




	RCUを実行します。「カスタム変数」画面で、Healthcare Integration変数に「Yes」と入力します。これにより、Healthcare統合ソフトウェアで必要な追加のマテリアライズド・ビューが作成されます。

ドメインにSOAスキーマを作成するときにこのカスタム変数を設定しないと、Healthcare Integrationユーザー・インタフェースは正しく機能しません。


注意:

以前のコンポーネントですでにRCUを実行していて、Healthcare Integrationカスタム変数にYESと入力していない場合は、次のSQLスクリプトをデータベースで実行すると、この変数を設定できます。

ORACLE_HOME/common/sql/soainfra/sql/oracle/b2b_mv.sql



RCUで設定するHealthcare Integration変数の詳細は、『Oracle SOA SuiteおよびBusiness Process Managementのインストールと構成』のSOA Suiteスキーマに必要なカスタム変数に関する項を参照してください




	ドメイン構成ウィザードを実行します。「テンプレート」画面で、「Oracle SOA Suite for healthcare integration - 12.2.1.1.0 [soa]」テンプレートを選択します。これにより、デフォルト・メッセージの配信モードがAQからJMSに変更されます。これは、HealthcareはAQモードではサポートされないためです。



Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationユーザー・インタフェースの詳細は、『Oracle SOA Suite Healthcare Integrationユーザーズ・ガイド』のOracle SOA Suite for Healthcare Integrationユーザー・インタフェースの使用に関する項を参照してください。











9.3.3 Quick StartへのOracle Managed File Transferのインストール



この項では、Oracle Managed File Transferのインストール・プロセスについて説明します。このインストーラは、Quick Startコンパクト・ドメインをOracle Managed File Transferランタイム・コンポーネントで構成する前に実行する必要があります。

fmw_12.2.1.1.0_mft_Disk1_1of1.zipという名前のインストーラzipファイルを入手します。

コマンド・プロンプトで、インストーラのダウンロード先ディレクトリに移動します。内容を解凍します。複数の.jarファイルが含まれていることがありますが、起動する必要があるのはfmw_12.2.1.1.0_mft_generic.jarのみです

適切なコマンドでウィザードを起動します。


	インストーラ	実行コマンド
	
UNIX用の汎用インストーラ

	

%JAVA_HOME/bin/java -jar fmw_12.2.1.1.0_mft_generic.jar


	
Windows用の汎用インストーラ

	
スタート メニューでcmd.exeを検索します。cmd.exeを右クリックして、「管理者として実行」を選択します。

コマンド・プロンプトで、システム上のJDKに含まれるJava実行可能ファイルを使用します。コマンドは次のようになります。


%JAVA_HOME%\bin\java -jar fmw_12.2.1.1.0_mft_generic.jar







インストーラを起動すると、表9-3の一連の画面が、記載されている順番でインストール・ウィザードに表示されます。


表9-3 Oracle Managed File Transferのインストール画面

	画面	説明
	
ようこそ

	
製品のインストーラの紹介画面です。


	
インストール場所

	
この画面を使用して、Quick StartのOracleホームの場所を指定します。新しいOracleホームは作成しません。


	
前提条件チェック

	
この画面では、ご使用のシステムが最小要件を満たしていることを検証します。


	
インストール・サマリー

	
この画面を使用して、選択したインストール・オプションを確認します。これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存する場合は、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックし、レスポンス・ファイルの場所と名前を指定します。レスポンス・ファイルは、今後、サイレント・インストールを実行する場合に使用できます。


	
インストールの進行状況

	
この画面では、インストールの進行状況を参照できます。


	
インストール完了

	
インストールが完了すると、この画面が表示されます。この画面の情報を確認してください。







インストール・ウィザードを終了すると、ドメイン構成でOracle Managed File Transferテンプレートを「テンプレート」画面で選択できるようになります。











9.4 Quick Startコンポーネントのスキーマの作成



必要なコンポーネントのインストーラの実行を完了した後、RCUを実行します。

コンパクト・ドメインの最初の構成が完了していない場合は、コンパクト・ドメインの構成またはコンパクト・ドメインの構成に戻ってください。

コンポーネントを既存のコンパクト・ドメインに追加する場合、「コンパクト・ドメインの更新」を参照してください。









9.5 コンパクト・ドメインの更新


この項では、追加コンポーネントに合せてコンパクト・ドメインを再構成する場合に実行可能なアクションについて説明します。

Oracle B2B、HealthcareまたはManaged File Transferを追加するには、次の手順に進む前に「Quick StartへのOracle B2B、Oracle SOA Suite for Healthcare IntegrationまたはOracle Managed File Transferのインストール」の説明に従って個別のインストーラを実行する必要があります。




	ドメイン構成ウィザードの起動

	ドメイン・タイプとドメイン・ホームの場所の選択

	構成テンプレートの選択

	データ・ソース構成タイプの指定

	コンポーネント・データソースの確認

	JDBC接続のテスト

	詳細な構成の選択

	ドメインの構成

	ドメインの場所の確認







9.5.1 ドメイン構成ウィザードの起動



Quick StartディストリビューションのORACLE_HOME/oracle_common/common/binに移動して、構成ウィザードを起動します。

ORACLE_HOME環境変数に対してOracleホームをすでに割り当ててある場合、次に示す例と同様のコマンドを入力できます。


	オペレーティング・システム	コマンド
	
UNIX

	

cd $ORACLE_HOME/oracle_common/common/bin
./config.sh


	
Windows

	

cd %ORACLE_HOME\oracle_common\common\bin
config.cmd







続いて、次の構成画面に従って進みます。









9.5.2 ドメイン・タイプとドメイン・ホームの場所の選択



「構成タイプ」画面で、「既存ドメインの更新」を選択します。

「ドメインの場所」フィールドで、更新するコンパクト・ドメインの場所を選択します。









9.5.3 構成テンプレートの選択



「テンプレート」画面で「製品テンプレートを使用してドメインを更新」が選択されていることを確認します。インストール済のテンプレートはグレー表示されます。

インストールに追加するコンポーネントのテンプレートを選択します。





	
Oracle SOA Suite for healthcare integration - 12.2.1.1.0 [soa]


注意:

HIPAAドキュメントの場合、Oracle SOA Suite for healthcare integration - 12.2.1.1.0 [soa]テンプレートおよびOracle B2B - 12.2.1.1.0 [soa]テンプレートの両方を選択する必要があります。

HL7ドキュメントの場合、Oracle SOA Suite for healthcare integration - 12.2.1.1.0 [soa]テンプレートのみ選択する必要があります。




	
Oracle B2B - 12.2.1.1.0 [soa]


	
Oracle Managed File Transfer - 12.2.1.1.0 [mft]


	
Oracle Business Activity Manager - 12.2.1.1.0 [soa]


	
Oracle Enterprise Scheduler Service Basic - 12.2.1.1.0 [oracle_common]


	
Oracle Enterprise Manager Plugin for ESS - 12.2.1.1.0 [em]












9.5.4 データ・ソース構成タイプの指定



「RCUデータ」を選択して、この画面に示されるフィールドをアクティブ化します。ドメインを最初に構成したときに指定した値がすべてのフィールドに自動入力されます。

「RCU構成の取得」をクリックします。「接続結果ログ」の次の出力は、操作が成功したことを示しています。


Connecting to the database server...OK
Retrieving schema data from database server...OK
Binding local schema components with retrieved data...OK

Successfully Done.



注意

「RCUデータ」オプションの詳細は、『リポジトリ作成ユーティリティを使用したスキーマの作成』のサービス表スキーマの理解に関する項を参照してください。

この画面のその他のオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のデータベース構成タイプに関する項を参照してください











9.5.5 コンポーネント・データソースの確認



「コンポーネント・データソース」画面の値が、すべてのスキーマについて適切であることを確認します。前の画面で「RCUデータ」を選択した場合、スキーマ表には適切な値がすでに挿入されています。









9.5.6 JDBC接続のテスト



「JDBCコンポーネント・スキーマ・テスト」画面を使用して、構成したばかりのデータ・ソース接続をテストします。「ステータス」列に示される緑色のチェック・マークは、テストが成功したことを表します。

問題が発生した場合は、この画面の「接続結果ログ」セクションに示されるエラー・メッセージを確認し、問題を修正してから接続テストを再試行してください。


ヒント:

この画面のその他のオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のJDBCコンポーネント・スキーマ・テストに関する項を参照してください











9.5.7 詳細な構成の選択



コンパクト・ドメインでは、拡張構成は必要ありません。この画面は、何も選択せずにスキップできます。









9.5.8 ドメインの構成



この画面には、最終的なディレクトリ構造およびコンパクト・ドメインに構成されるコンポーネントと拡張機能が表示されます。

この情報を確認して、「更新」をクリックします。次の画面に構成の進行状況バーが表示されます。









9.5.9 ドメインの場所の確認



構成が完了すると、ウィザードにドメインのディレクトリの場所と管理コンソールにアクセスするためのURLが表示されます。両方を書き留めてから「閉じる」をクリックします。











9.6 Oracle Stream Analyticsデザインタイムの理解


Quick Startディストリビューションのインストールには、JDeveloper拡張機能としてOracle Stream Analyticsデザインタイムが含まれます。

ただし、Oracle Stream Analyticsは統合WebLogic Serverでは実行できません。

Oracle Stream Analytics Oracleホームを作成し、そこからOracle Stream Analytics固有のサーバーを起動して互換性を持ったランタイム環境を構築する必要があります。

Oracle Stream Analyticsをインストールする方法の詳細は、『Oracle Stream Analyticsのインストールと構成』を参照してください。その後、『Oracle Stream Analyticsの管理』の「スタンドアロンサーバー・ドメイン」を参照して、Oracle Stream Analyticsドメインを構成します。







9.7 次の手順


Quick Startインストールとコンパクト・ドメインの接続の確認が終了したら、次のいずれかのアクションを実施できます。


	アクション	リソース
	
サンプル・アプリケーションをデプロイします。

	
「サンプル・アプリケーションの実行」を参照してください。


	
独自のアプリケーションを作成またはテストします。

	
『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』のOracle JDeveloperによるアプリケーション開発のスタート・ガイドに関する項を参照してください。


	
インストールを削除します。

	
インストールのテストが完了している場合、「Oracle Quick Startの削除」を参照してください。
















10 サンプル・アプリケーションの実行

統合WebLogic Serverのデフォルト・ドメインを使用してOracle SOA Suite Quick Startディストリビューションのサンプル・アプリケーションをロードし、実行できます。また、Oracle Process Management Suiteのサンプルを入手し、Oracle Stream Analyticsのプロジェクトを開始できます。


	Oracle Business Process Management Suiteサンプル・アプリケーションの作成

	JDeveloperでのOracle Stream Analyticsプロジェクトの作成

	次の手順




親トピック: 「Oracle Quick Startの構成後のタスク」







10.1 Oracle Business Process Management Suiteサンプル・アプリケーションの作成


エンドツーエンド・ローン・アプリケーションを構築するためのOracle Business Process Management Suiteチュートリアルについては、次のURLを参照してください。

https://java.net/projects/oraclebpmsuite12c/downloads/directory/Samples/Loan%20Application%20End%20to%20End







10.2 JDeveloperでのOracle Stream Analyticsプロジェクトの作成


Oracle JDeveloper、Oracle Stream AnalyticsおよびOracle Event Processingが互換になりました。Oracle JDeveloperでOracle Stream Analyticsプロジェクトを構築および実行する方法は、『Oracle Stream Analyticsスタート・ガイド』のOracle Event Processingプロジェクトの作成に関する項を参照してください。







10.3 次の手順


サンプル・アプリケーションを正常に実行できたら、次のアクションを実施できます。


	アクション	リソース
	
独自のアプリケーションを作成またはテストします。

	
『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』のOracle JDeveloperによるアプリケーション開発のスタート・ガイドに関する項を参照してください。


	
現在のQuick Startディストリビューションを削除します。

	
「Oracle Quick Startの削除」を参照してください。


	
別のQuick Startディストリビューションをインストールします。

	
「Quick Startディストリビューションの導入」を参照してください。
















11 Oracle Quick Startの削除

ここで述べる手順に従ってOracle Quick Start製品をシステムから削除してください。


	削除前タスクの実行

	Quick Startディストリビューションの削除




親トピック: 「Oracle Quick Startの構成後のタスク」







11.1 削除前タスクの実行


Oracle Fusion Middlewareソフトウェア・コンポーネントを削除する前に、すべてのOracle Fusion Middlewareプロセスを停止する必要があります。

Oracle Fusion Middlewareの起動と停止の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middlewareの起動と停止に関する項を参照してください。







11.2 Quick Startディストリビューションの削除


アンインストーラを実行すると、アンインストーラが起動されるOracleホーム(このガイドではORACLE_HOMEと呼びます)の下のすべてのファイルが削除されます。システム・コンポーネントが削除されるOracleホームを使用していないことを確認してください。




	アンインストーラの実行

	Oracleホームの手動削除

	JDeveloperアーティファクトのクリーンアップ







11.2.1 アンインストーラの起動



Quick Startディストリビューションを削除する手順は次のとおりです。




	ORACLE_HOME内にある次の場所に移動します:

	
Windowsシステムの場合:


ORACLE_HOME\oui\bin\


	
Linux、UNIXおよびMac OS Xシステムの場合:


ORACLE_HOME/oui/bin/







	次のコマンドを実行して、アンインストーラを起動します。

	
Windowsシステムの場合:


install.exe -deinstall


	
Linux、UNIX、Mac OS Xシステムの場合:


./deinstall.sh















11.2.2 Oracleホームの手動削除



アンインストール時に警告画面で「いいえ」を選択した場合、ORACLE_HOMEディレクトリおよびすべてのサブディレクトリを手動で削除する必要があります。たとえば、ORACLE_HOMEディレクトリが/home/Oracle/の場合、LinuxまたはUNIXオペレーティング・システムでは次のコマンドを実行してください。


cd /home/Oracle/
rm -rf 


Windowsオペレーティング・システムでは、ORACLE_HOMEディレクトリがC:\Oracle\の場合、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\ディレクトリに移動し、ディレクトリの内容を削除します。









11.2.3 JDeveloperアーティファクトのクリーンアップ



jdeveloperディレクトリおよび.jdeveloperディレクトリをホーム・ディレクトリからすべて削除してください。
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